
                                                              

 
 

高等学校地歴・公民科科目の在り方に関する特別チームにおける検討事項 
 
 
１．高等学校の地理歴史科、公民科に置く新科目の内容の検討について 
 
（１）「歴史総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 歴史の転換等を捉えた学習の在り方 
   ・歴史の転換期の軸 
   ・学習対象となる時代 
  ③ 日本と世界の動きの関連付け 
 
（２）「地理総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 地理教育に求められる今日的要請への対応 
 
（３）「公共（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
   ・様々な課題を捉え、考察するための基準となる概念や理論 
  ② 公民教育に求められる今日的課題への対応 
 
 
２．高等学校地理歴史科、公民科に置く科目間の関係の整理（高等学校における各科目

の標準単位数を含む）について 
 
（１）「歴史総合」と「地理総合」の地理歴史科としてのまとまり 
（２）新設する科目（「歴史総合」「地理総合」「公共」）について、高校生として共

通に求められる資質・能力を確実に育む共通必履修科目の設計と生徒の興味・関心
や進路に応じた選択科目の設計（高大接続の観点を含む） 

 
３．小・中学校社会科等と高等学校地理歴史科、公民科との内容の系統性について 
 
（１）小学校社会科・中学校社会科の各分野（地理的分野、歴史的分野、公民的分野）

と高等学校の関係教科・科目の内容の系統性 
 
４．その他 
 
（１）適切な指導がなされるための要件（周知・広報、研修等） 



社会・地理歴史・公民ワーキンググループにおける検討事項 

 

１．社会・地理歴史・公民科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・社会・地理歴史・公民科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・特にⅱ）に関わって、どのような思考力・判断力・表現力等（事象を捉える教

科・科目特有の視点や考え方など）を育むかについて 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた社会・地理歴史・公民科において

育成すべき資質・能力及び内容の系統性（例えば、小・中学校における世界に

関する学習の扱い、政治的教養を育むための教育の扱いなど）について 

・高等学校における新設科目等の具体的な内容について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき社会・地理歴史・公民科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき社会・地理歴史・公民科の評価の在り方

について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ（及び論点整理

補足資料スライド26）参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 



 

 

 

 

① 社会的な見方や考え方を用いて，社会の在り方や社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を考察する力     

・社会の在り方や，社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連について，
概念等を活用して多面的・多角的に考察できる 

   

・社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察でき
る 

・社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多角的に考察できる 

 

② 社会的な見方や考え方を用いて，社会に見られる課題を把握し，その解決に向けて構想する力 

 

③ 考察したこと，構想したことを説明する力 

・適切な資料・内容や表現方法を選び，社会的事象についての自分の考えを
効果的に説明できる 

   

・主旨が明確になるように内容構成を考え，社会的事象についての自分の考
えを論理的に説明できる 

・根拠や理由を明確にして，社会的事象についての自分の考えを論理的に説
明できる 

 

④ 考察したこと，構想したことを基に議論する力 

                                                                                                                             

 

 

＊参考 学習の見通しを持ち追究の結果を評価する力 

                                    

・社会に見られる複雑な課題を把握して，身に付けた判断基準を根拠に解決
に向けて構想できる 

   

・社会に見られる課題を把握して，複数の立場や意見を踏まえて，解決につ
いて選択・判断できる 

・社会に見られる課題を把握して，解決に向けて自分たちにできることを選
択・判断できる 

・合意形成を視野に入れながら，社会的事象について構想したことを，妥当
性や効果，実現可能性などを指標にして議論できる 

   

・他者の主張を踏まえたり取り入れたりして，社会的事象についての自分の
考えを再構成しながら議論できる 

・他者の意見につなげたり，立場や根拠を明確にしたりして，社会的事象に
ついての自分の考えを主張できる 

・追究の過程や結果を評価し，不十分な点を修正・改善することができ
る 

   

・追究の結果を振り返り，学んだことの成果等を自覚できる 

・学習問題（課題）を把握し，追究の見通しを持つことができる 

 小 

 

社会，地理歴史，公民における思考力，判断力，表現力等の育成のイメージ （たたき台） 

 中 

 高 

 

 小 

 

 

中 

 

 中 

 高 

 

 小 

 

 中 

 

高 

 

高 

 

 小 

 

平成 2 8 年４月６日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ

資料９

 小 

 

 中 

 高 

 



社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
学
習
過
程
の
例
（
た
た
き
台
）

課
題
把
握

課
題
解
決

課
題
追
究

新
た
な
課
題

動
機
付
け

方
向
付
け

情
報
収
集

考
察
・
構
想

ま
と
め

振
り
返
り

●
予
想
や
仮
説
の
検
証
に
向

け
て
調
べ
る

･学
校
外
で
の
観
察
や
調
査
な

ど
を
通
し
て
調
べ
る

・
様
々
な
種
類
の
資
料
を
活
用

し
て
調
べ
る

・
他
の
児
童
生
徒
と
情
報
を
交

換
す
る

●
学
習
課
題
を
設
定
す

る
・
社
会
的
事
象
を
知
る

・
気
付
き
や
疑
問
を
出
し

合
う

・
課
題
意
識
を
醸
成
す
る

・
学
習
課
題
を
設
定
す
る

●
課
題
解
決
の
見
通
し
を

持
つ

・
予
想
や
仮
説
を
立
て
る

・
調
査
方
法
，
追
究
方

法
を
吟
味
す
る

・
学
習
計
画
を
立
て
る

●
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の

関
連
を
考
察
す
る

・
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

・
話
し
合
う
（
討
論
等
）

●
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向

け
て
構
想
す
る

・
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
解
決
に
つ
い

て
選
択
・
判
断
す
る

●
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し

た
こ
と
を
ま
と
め
る

・
学
習
課
題
を
振
り
返
っ
て

結
論
を
ま
と
め
る

・
結
論
に
つ
い
て
他
の
児
童

生
徒
と
話
し
合
う

・
学
習
課
題
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め
る

主 な 学 習 過 程 の 例

●
学
習
を
振
り
返
っ
て
考
察
す
る

（
再
構
成
）

・
自
分
の
調
べ
方
や
学
び
方
，
結

果
を
振
り
返
る

・
学
習
成
果
を
学
校
外
の
他
者

に
伝
え
る

・
新
た
な
問
い
（
課
題
）
を
見
出
し

た
り
追
究
し
た
り
す
る

■
学
習
過
程
全
体
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
■

・
各
過
程
は
例
示
で
あ
り
，
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

・
学
習
活
動
の
つ
な
が
り
と
学
び
の
広
が
り
（
深
い
学
び
，
対
話
的
な
学
び
，
主
体
的
な
学
び
）
を
意
図
し
た
，
単
元
の
構
成
の
工
夫
等
が
望
ま
れ
る
こ
と

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
は
，
児
童
生
徒
の
考
え
が
深
ま
る
よ
う
様
々
な
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
際
，
特
定
の
事
柄
を
強
調
し
す
ぎ
た
り
，
一
面
的
な
見
解
を
十
分
な
配
慮

な
く
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
，
特
定
の
見
方
や
考
え
方
に
偏
っ
た
取
扱
い
に
よ
り
，
児
童
生
徒
が
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
事
実
を
客
観
的
に
捉
え
，
公
正
に
判
断
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
，
客
観
的
か
つ
公
正
な
資
料
に
基
づ
い
て
指
導
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と

能 力 等 の 育 成 と 主 な 評 価 場 面

技 能

思 考 力 ・

判 断 力 ・

表 現 力

主 体 的 に

学 習 に 取 り

組 む 態 度

③
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る

④
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
議
論
す
る

・
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
し
て

・
問
い
や
追
究
の
見
通
し
を
持
っ
て

①
社
会
の
在
り
方
や
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る

②
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る

知 識 ・

理 解

主
に
事
実
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得

主
に
概
念
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得

事
実
や
概
念
等

に
関
わ
る
知
識

の
再
認
識

○
情
報
を
集
め
る

・
調
査
活
動
を
通
し
て

・
諸
資
料
を
通
し
て

・
情
報
手
段
の
特
性
や
情
報

の
正
し
さ
に
留
意
し
て
等

○
情
報
を
読
み
取
る

・
情
報
全
体
の
傾
向
性
を
踏
ま
え
て

・
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

・
複
数
の
情
報
を
見
比
べ
て

・
資
料
の
特
性
に
留
意
し
て
等

○
情
報
を
ま
と
め
る

・
基
礎
資
料
と
し
て

・
分
類
・
整
理
し
て

・
相
手
意
識
を
持
っ
て
分
か
り

や
す
さ
に
留
意
し
て
等

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て

平
成

２
８
年

４
月

６
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
０

・
他
者
と
協
働
し
て

・
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

・
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
に
気
付
い
て

・
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か

そ
う
と
し
て



社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能
（
た
た
き
台
）

技
能
の
例
（
小
・
中
・
高
等
学
校
）

情 報 を 収 集 す る 技 能

手 段 を 決 め て 課 題 解 決 に 必 要 な 社 会 的

事 象 に 関 す る 情 報 を 収 集 す る 技 能

【
１
】
調
査
活
動
を
通
し
て

○
野
外
調
査
活
動

・
調
査
の
観
点
（
数
，
量
，
配
置
等
）
に
基
づ
い
て
，
現
地
の
様
子
や
実
物
を
観
察
し
情
報
を
集
め
る

・
景
観
の
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
撮
影
等
を
通
し
て
観
察
し
，
情
報
を
集
め
る

・
地
図
を
現
地
に
持
っ
て
行
き
，
現
地
と
の
対
応
関
係
を
観
察
し
，
情
報
を
集
め
る

○
社
会
調
査
活
動

・
行
政
機
関
や
事
業
者
，
地
域
住
民
等
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
，
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
，
情

報
を
集
め
る

【
２
】
諸
資
料
を
通
し
て

○
資
料
の
種
類

・
地
図
（
様
々
な
種
類
の
地
図
）
や
地
球
儀
か
ら
，
位
置
関
係
や
形
状
，
分
布
，
面
積
，
記
載
内
容
な
ど

の
情
報
を
集
め
る

・
年
表
か
ら
，
出
来
事
や
そ
の
時
期
，
推
移
な
ど
の
情
報
を
集
め
る

・
統
計

(表
や
グ
ラ
フ
）
か
ら
傾
向
や
変
化
な
ど
の
情
報
を
集
め
る

・
新
聞
，
図
書
や
文
書
，
音
声
，
画
像
（
動
画
，
静
止
画
）
，
現
物
資
料
な
ど
か
ら
様
々
な
情
報
を
集
め

る

○
そ
の
他

・
模
擬
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
し
て
人
々
の
仕
事
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る

・
博
物
館
や
郷
土
資
料
館
等
の
施
設
，
学
校
図
書
館
や
公
共
図
書
館
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し

て
映
像
，
読
み
物
や
紀
行
文
，
旅
行
経
験
者
の
体
験
記
な
ど
様
々
な
情
報
を
集
め
る

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
て
，
目
的
に
応
じ
て
様
々
な
情
報
を
集
め
る

【
３
】
情
報
手
段
の
特
性
や
情
報
の
正
し
さ
に
留
意
し
て

・
資
料
の
表
題
，
出
典
，
年
代
，
作
成
者
な
ど
を
確
認
し
て
情
報
を
集
め
る

・
情
報
手
段
の
特
性
に
留
意
し
て
情
報
を
集
め
る

・
情
報
発
信
者
の
意
図
，
発
信
過
程
な
ど
に
留
意
し
て
情
報
を
集
め
る

情 報 を 読 み 取 る 技 能

収 集 し た 情 報 を 社 会 的 な 見 方

や 考 え 方 に 沿 っ て 読 み 取 る 技

能
【
１
】
情
報
全
体
の
傾
向
性
を
踏
ま
え
て

・
位
置
や
分
布
，
広
が
り
，
形
状
な
ど
の
全
体
的
な
傾
向
を
読
み
取
る

・
量
や
そ
の
変
化
，
区
分
や
移
動
な
ど
の
全
体
的
な
傾
向
を
読
み
取
る

・
博
物
館
や
郷
土
資
料
館
等
の
展
示
品
目
の
配
列
か
ら
，
展
示
テ
ー
マ
の
趣
旨
を
読
み
取
る

【
２
】
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

○
事
実
を
正
確
に
読
み
取
る

・
形
状
，
色
，
数
，
種
類
，
大
き
さ
，
名
称
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
読
み
取
る

・
方
位
，
記
号
，
高
さ
，
区
分
な
ど
を
読
み
取
る
（
地
図
）

・
年
号
や
時
期
，
前
後
関
係
な
ど
を
読
み
取
る
（
年
表
）

○
有
用
な
情
報
を
選
ん
で
読
み
取
る

・
学
習
上
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
情
報
を
読
み
取
る

・
諸
情
報
の
中
か
ら
，
目
的
に
応
じ
た
情
報
を
選
別
し
て
読
み
取
る

【
３
】
複
数
の
情
報
を
見
比
べ
て

・
異
な
る
情
報
（
時
期
や
地
域
，
範
囲
な
ど
）
を
比
較
し
て
読
み
取
る

・
同
じ
事
象
に
関
す
る
表
現
（
グ
ラ
フ
や
文
章
な
ど
）
の
違
い
を
比
較
し
て
読
み
取
る

・
異
な
る
情
報
（
地
形
条
件
と
土
地
利
用
の
様
子
な
ど
）
を
関
連
付
け
て
読
み
取
る

・
異
な
る
資
料
（
年
表
と
地
図
，
グ
ラ
フ
と
地
図
な
ど
）
の
情
報
を
比
較
し
た
り
関
連
付
け
た
り
し
て
読
み

取
る

・
表
し
方
の
異
な
る
同
種
の
資
料
（
複
数
の
地
図
，
複
数
の
グ
ラ
フ
，
複
数
の
新
聞
な
ど
）
を
比
較
し
た
り

関
連
付
け
た
り
し
て
読
み
取
る

【
４
】
資
料
の
特
性
に
留
意
し
て

・
地
図
の
主
題
や
示
さ
れ
た
情
報
の
種
類
を
踏
ま
え
て
読
み
取
る

・
歴
史
資
料
の
作
成
目
的
，
作
成
時
期
，
作
成
者
を
踏
ま
え
て
読
み
取
る

・
統
計
等
の
単
位
や
比
率
を
踏
ま
え
て
読
み
取
る

情 報 を ま と め る 技 能

読 み 取 っ た 情 報 を 課 題 解 決 に

向 け て ま と め る 技 能

【
１
】
基
礎
資
料
と
し
て

・
聞
き
取
っ
て
自
分
の
メ
モ
に
ま
と
め
る

・
地
図
上
に
ド
ッ
ト
で
ま
と
め
る

・
数
値
情
報
を
グ
ラ
フ
に
転
換
す
る
（
雨
温
図
な
ど
）

【
２
】
分
類
・
整
理
し
て

・
項
目
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
に
整
理
し
て
ま
と
め
る

・
順
序
や
因
果
関
係
な
ど
で
整
理
し
て
年
表
に
ま
と
め
る

・
位
置
や
方
位
，
範
囲
な
ど
で
整
理
し
て
白
地
図
上
に
ま
と
め
る

・
相
互
関
係
を
整
理
し
て
図
（
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
や
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
な
ど
）
に
ま
と
め
る

・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ＩＳ
）
な
ど
を
用
い
て
，
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
し
た
情
報
を
統
合
し
た
り
，
編
集
し
た
り

し
て
ま
と
め
る

【
３
】
相
手
意
識
を
持
っ
て
分
か
り
や
す
さ
に
留
意
し
て

・
主
題
に
沿
っ
て
ま
と
め
る

・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
ま
と
め
る

・
数
値
情
報
を
主
題
図
に
変
換
す
る
（
階
級
区
分
図
な
ど
）

平
成
２
８
年
４
月
６
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民
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キ
ン
グ
グ
ル
ー
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国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・社
会
の
形
成
者
を
目
指
す
公
民
的
な
資
質
・能
力
の
育
成

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
獲
得
す
る

知
識
・理
解
，
技
能

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
養
う

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
養
わ
れ
る

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性

○
社
会
や
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・理
解

○
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

○
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
的
事
象
や
社
会
に

見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
・構
想
す
る
力

○
考
察
・構
想
し
た
こ
と
を
説
明
・議
論
す
る
力

○
学
習
対
象
や
課
題
解
決
へ
の
主
体
的
・
意
欲
的
な
態
度

○
多
面
的
・多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ

れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
構
造
化
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

➉
技
能
を
生
か
し
て
主
体
的
に
調
べ
る

➄
理
解
し
た
概
念
，
理
論
を
使
っ
て

考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る

➁
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
に
沿
っ
て
情

報
を
収
集
す
る
，
読
み
取
る
，
ま
と
め
る

➅
考
察
・
構
想
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る

➆
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
概
念
を
形
成
す
る

➈
主
体
的
に
調
べ
知
識
を
獲
得
す
る

➇
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
で

「
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度
」
が
養
わ
れ
る

○
時
間
（
歴
史
的
）
，
空
間
（
地
理
的
）
，
相
互
関
係
（
事
象
，

人
，
社
会
）
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し
，

社
会
の
在
り
方
や
，
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特

色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る
力
，

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
構
想
（
選
択
・

判
断
）
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
に
つ
い
て
，
説
明
し
た
り

議
論
し
た
り
す
る
力

○
社
会
生
活
に
関
す
る
知
識
・
理
解

○
我
が
国
や
世
界
の
地
理
に
関
す
る
知
識
・
理
解

○
我
が
国
や
世
界
の
歴
史
に
関
す
る
知
識
・
理
解

○
現
代
社
会
に
関
す
る
知
識
・
理
解

○
学
習
対
象
（
社
会
や
社
会
的
事
象
）
に
つ
い
て
主
体
的
に

調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

○
課
題
（
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
）
を
意
欲

的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

○
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ

る
自
覚
や
愛
情
な
ど

➂
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る

➃
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
こ
と
で
「
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す

る
態
度
」
が
養
わ
れ
る

➀
収
集
し
，
読
み
取
っ
た
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て

考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る

○
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

（
社
会
的
事
象
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
・
読
み
取

る
・
ま
と
め
る
技
能
）

平
成
２
８
年
４
月
６
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民
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社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
評
価
の
観
点
等
（
た
た
き
台
）

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
獲
得
す
る

知
識
・理
解
，
技
能

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
育
成
す
る

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
養
わ
れ
る

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性

観
点
（
例
）

※
実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
観
点
は
，
教
科
の

特
質
に
対
応
し
て
検
討

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

各
観
点
の
趣
旨
の

イ
メ
ー
ジ
（
例
）

※
具
体
的
な
記
述
に
つ
い
て
は
，

各
教
科
の
特
質
を
踏
ま
え
て
検
討

（
例
）

○
○
を
理
解
し
て
い
る
／
○
○
の
知
識

を
身
に
付
け
て
い
る

○
○
す
る
こ
と
が
で
き
る
／
○
○
の
技

能
を
身
に
付
け
て
い
る

（
例
）

各
教
科
の
特
質
に
応
じ
育
ま
れ
る
見
方
や
考

え
方
を
用
い
て
探
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
，
考

え
た
り
判
断
し
た
り
表
現
し
た
り
し
て
い
る

（
例
）

主
体
的
に
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
た
り
，
思

考
・
判
断
・
表
現
を
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る

各
教
科
等
の
評
価
の
観
点
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

平
成
28
年
2月
2
4日

中
教
審
／
総
則
・
評
価
特
別
部
会

【
資
料
３
－
１
】
よ
り

知
識
・
理
解
，
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

○
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
（
～
を
／
～
で
あ
る
と
）
理
解
し
，

そ
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

・
主
と
し
て
事
実
等
に
関
わ
る
知
識

（
用
語
・
語
句
な
ど
を
含
め
る
）

・
主
と
し
て
概
念
等
に
関
わ
る
知
識

（
特
色
，
意
味
，
理
論
な
ど
）

○
社
会
的
事
象
等
を
調
べ
る
技
能
（
社
会
的
事
象
に
関

す
る
情
報
を
収
集
す
る
･読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能
）
を

身
に
付
け
て
い
る

・
情
報
全
体
の
傾
向
性
を
踏
ま
え
て

・
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

・
複
数
の
情
報
を
見
比
べ
て

・
資
料
の
特
性
に
留
意
し
て

（
例
：
情
報
を
読
み
取
る
技
能
の
場
合
）

○
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
的
事
象
の

様
子
や
仕
組
み
な
ど
を
見
出
し
，
社
会
の
在
り
方
や
，
社

会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考

察
し
て
い
る

○
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
に
見
ら
れ

る
課
題
を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
て
い
る

○
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
に
つ
い
て
，
説
明
し
た
り

議
論
し
た
り
し
て
い
る

○
学
習
対
象
（
社
会
や
社
会
的
事
象
）
に
つ
い
て
主
体

的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る

・
問
い
や
追
究
の
見
通
し
を
持
っ
て

・
振
り
返
り
，
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
に
気
付
い
て

・
身
に
付
け
た
追
究
の
視
点
を
新
た
な
問
い
に
生
か

し
て

・
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て

○
課
題
（
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
）
を

意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る

・
粘
り
強
く
（
試
行
錯
誤
し
て
）

・
他
者
と
協
働
し
て

・
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

○
学
習
状
況
を
分
析
的
に
捉
え
る
評
価
に
な
じ
ま
ず
，

一
人
一
人
の
良
い
点
や
可
能
性
，
進
歩
の
状
況
に

つ
い
て
評
価
す
る
個
人
内
評
価
が
適
当
で
あ
る
部
分

が
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要平

成
２
８
年
４
月
６
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民
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グ
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社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・理
解

・
社
会
生
活
に
関
す
る

・
地
理
に
関
す
る

・
歴
史
に
関
す
る

・
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
に
関
す
る

社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

社
会
的
事
象
に
関
す
る
情
報
を

・
収
集
す
る

・
読
み
取
る

・
ま
と
め
る

追 究 の 視 点 を 生 か し た 問 い に 基 づ い て

沿
っ
て

用
い
て

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
②

課
題
（
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
）
を
意
欲
的
に
解
決
し

よ
う
と
す
る

・
粘
り
強
く
（
試
行
錯
誤
し
て
）

・
他
者
と
協
働
し
て

・
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

生
か
し
て

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
①

学
習
対
象
（
社
会
や
社
会
的
事
象
）
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ

う
と
し
た
り
す
る

・
問
い
や
見
通
し
を
持
っ
て

・
振
り
返
り
，
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
に
気
付
い
て

・
身
に
付
け
た
見
方
や
考
え
方
を
新
た
な
問
い
に
生
か
し
て

・
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
し
て

多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解

を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

【
観
点
別
評
価
】

主 と し て 事 実 等 に 関 わ る 知 識 を 獲 得

主
と
し
て
概
念
等
に

関
わ
る
知
識
を
獲
得

主
と
し
て
公
正
な

判
断
力
を
育
成

活
用
し
て

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
（
小
学
校
の
例
）

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係

に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

＊
下
線
は
「
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成

に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度
」

＊
下
線
は
「
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度
」

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
と
見
方
や
考
え
方
及
び
評
価
の
関
連
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

平
成
２
８
年
４
月
６
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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料
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５

国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・社
会
の
形
成
者
を
目
指
す
公
民
的
な
資
質
・能
力
の
育
成

追 究 の 方 法

【
知
識
・理
解
，
技
能
】

◎
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
（
～
を
／
～
で
あ
る
と
）
理
解
し
，
そ
の
知
識
を

身
に
付
け
て
い
る
。
＊
Ｃ
Ｓ
の
内
容
に
関
わ
る
知
識

・
主
と
し
て
事
実
等
に
関
わ
る
知
識
（
用
語
・
語
句
を
含
む
）

・
主
と
し
て
概
念
等
に
関
わ
る
知
識
（
特
色
，
意
味
，
理
論
な
ど
）

◎
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能
（
社
会
的
事
象
に
関
す
る

情
報
を
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能
）
を
身
に
付
け
て
い
る
。

○
収
集
す
る

・
諸
資
料
を
通
し
て

・
調
査
活
動
を
通
し
て

○
読
み
取
る

・
情
報
全
体
の
傾
向
性
を
踏
ま
え
て

・
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

・
複
数
の
情
報
を
見
比
べ
て

○
ま
と
め
る

・
基
礎
資
料
と
し
て

・
分
類
・
整
理
し
て

・
情
報
手
段
の
特
性
や
情
報
の
正

し
さ
に
留
意
し
て

・
資
料
の
特
性
に
留
意
し
て

・
相
手
意
識
を
持
っ
て
分
か
り
や

す
さ
に
留
意
し
て

【
思
考
・判
断
・
表
現
】

○
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
的
事
象
の
様
子
や
仕
組
み
な

ど
を
見
出
し
，
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考

え
，
説
明
し
た
り
議
論
し
た
り
し
て
い
る
。

（
小
学
校
例
）

・
位
置
や
空
間
的
広
が
り
，
時
期
や
時
間
の
経
過
，
事
象
相
互
の
関
係
に

着
目
し
て
社
会
的
事
象
の
様
子
や
仕
組
み
な
ど
を
見
出
し
て
い
る
。

・
社
会
的
事
象
の
意
味
を
国
民
生
活
と
関
連
付
け
て
考
え
，
根
拠
や
理
由

を
明
確
に
し
て
論
理
的
に
説
明
し
て
い
る
。

○
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
や
選
択
・
判
断
の
基
準
の
手
掛
か
り
と
な
る
考

え
方
を
用
い
て
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
，
説

明
し
た
り
議
論
し
た
り
し
て
い
る
。

（
中
学
校
公
民
的
分
野
例
）

・
現
代
社
会
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て
，
現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
政

治
，
経
済
等
に
関
す
る
課
題
を
見
出
し
，
主
旨
を
明
確
に
し
て
説
明
し

て
い
る
。

・
現
代
社
会
に
み
ら
れ
る
政
治
，
経
済
な
ど
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
し
，
他
者
の
主

張
を
踏
ま
え
自
分
の
考
え
を
再
構
成
し
な
が
ら
表
現
し
て
い
る
。

【
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
】

○
学
習
対
象
（
社
会
や
社
会
的
事
象
）
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か

ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

・
課
題
を
把
握
し
て
追
究
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
。

・
振
り
返
り
，
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
に
気
付
い
て
い
る
。

・
身
に
付
け
た
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
等
）
を
新
た
な
問
い
に
生

か
し
て
い
る
。

・
学
ん
だ
こ
と
を
実
社
会
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

○
課
題
（
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
）
を
意
欲
的
に
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

・
粘
り
強
く
（
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
）
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
他
者
と
協
働
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

○
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
，
愛

情
な
ど
は
個
人
内
評
価
の
対
象

思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等



○
自
分
と
身
近
な
人
々
及
び
地
域
の
様
々
な
場
所
，
公
共
物
な
ど
と
の
か
か
わ
り
に
関
心
を
も
ち
，
地
域
の
よ
さ
に
気
付
き
，
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割
や
行
動
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
，
安
全

で
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
人
々
，
社
会
及
び
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
，
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
に
気
付
き
，
意
欲
と
自
信
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
人
々
，
社
会
及
び
自
然
に
関
す
る
活
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
，
言
葉
，
絵
，
動
作
，
劇
化
な
ど
の
方
法
に
よ
り
表
現
し
，
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◇
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
を
目
指
す
公
民
的
な
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
地
域
や
我
が
国
の
地
理
的
環
境
，
社
会
の
仕
組
み
や
働
き
，
地
域
や
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統
と
文
化
，
そ
れ
ら
と
人
々
の
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
，
社
会
的
事
象
等
を
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
活
用
し
て
調
べ
て
，
社
会
生
活
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

○
社
会
的
事
象
の
特
色
や
意
味
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
る
力
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力
，
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
力
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。

○
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
知
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
，
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
多
角
的
な
考
察
や
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す

る
愛
情
，
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
，
世
界
の
国
々
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
の
自
覚
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。

●
社
会
的
事
象
か
ら
学
習
問
題
を
見
出
し
，
問
題
解
決
の
見
通
し
を
も
っ
て
他
者
と
協
働
的
に
追
究
し
，
追
究
結
果
を
振
り
返
る
な
ど
，
問
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実
を
図
る
。

◎
世
界
の
国
々
と
の
関
わ
り
や
我
が
国
の
政
治
の
働
き
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
習
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
社
会
の
発
展
を
考
え
る
学
習
の
充
実
を
図
る
。
災
害
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
働
き
，
地
域
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
，
地
理
的
・
歴

史
的
観
点
を
踏
ま
え
た
災
害
に
関
す
る
理
解
，
防
災
情
報
に
基
づ
く
適
切
な
行
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【小
学
校
】生
活
科
（第
１
，
２
学
年
）

平
成
２
８
年
４
月
６
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
１
６

○
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
，
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
，
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
し
，
友
達
と
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
，
決
ま
り
の
大
切
さ
が
分
か
り
守
る
よ
う
に
な
る
。

○
情
報
を
伝
え
合
っ
た
り
，
情
報
に
基
づ
き
思
い
合
わ
せ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
，
公
共
の
施
設
を
大
切
に
し
た
り
，
国
旗
や
国
際
理
解
へ
の
意
識
等
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
。

○
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
，
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
，
予
想
し
た
り
，
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。

幼
児
教
育

◇
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
有
為
な
形

成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
日
本
及
び
世
界
の
歴
史
の
展
開
と
生
活
・
文
化
の
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，

社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

○
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
性
に
つ
い
て
，
概
念
等
を
活
用
し
て
考
察
し
た
り
，

構
想
し
た
り
す
る
力
を
養
う
と
と
も
に
，
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選
び
効
果
的
に
説

明
し
た
り
，
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

○
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
や
，
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に

見
ら
れ
る
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
し
た
り
探
究
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深

い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文

化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

◇
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
有
為
な
形

成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
考
察
し
，
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
や
理
論
，

様
々
な
主
体
と
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
，
概
念
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，
社
会
的
事
象
や
人
間

と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

○
現
代
の
諸
課
題
に
つ
い
て
個
人
と
社
会
の
関
係
に
着
目
し
て
考
察
，
追
究
し
た
り
，
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
能
力
を
養
う

と
と
も
に
，
合
意
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
，
社
会
的
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
構
想
し
た
こ
と
を
，
妥
当
性
や
効
果
，
実
現

可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力
を
養
う
。

○
社
会
の
在
り
方
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た

り
す
る
態
度
や
，
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る
こ
と

を
通
し
て
社
会
に
参
画
し
，
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い

理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
，
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ

と
の
大
切
さ
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

地
理
歴
史
科

公
民
科

【
高
等
学
校
】

◇
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
を
目
指
す
公
民
的
な
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
，
現
代
の
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
に
関
し
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，
社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

○
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力
，
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

○
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
や
，
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や

他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

●
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
よ
う
と
し
た
り
，
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
情
報
を
基
に
し
て
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
考
察
し
表
現
し
た
り
す
る
な
ど
の
課
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実
を
図
る
。

◎
地
理
的
分
野
で
は
，
地
理
的
技
能
の
育
成
を
一
層
重
視
す
る
と
と
も
に
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
観
点
か
ら
様
々
な
課
題
を
考
察
さ
せ
，
歴
史
的
分
野
で
は
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
世
界
の
歴
史
の
扱
い
を
充
実
さ
せ
，
公
民
的
分
野
に

つ
い
て
は
，
社
会
参
画
へ
の
手
掛
か
り
を
得
さ
せ
る
た
め
に
身
に
付
け
た
概
念
を
現
実
の
社
会
的
事
象
と
関
連
付
け
て
理
解
さ
せ
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

【
中
学
校
】
社
会
科

【
小
学
校
】
社
会
科
（第
３
～
６
学
年
）



・
歴
史
上
の
人
物
の
業
績
や
出
来
事
の
歴
史
的
な
役
割
を
考
察
す
る
際
に
は
，
背
景
と
な
る
時

代
に
つ
い
て
の
様
々
な
視
点
が
大
切
で
あ
る
。
（
具
体
例
：
天
保
の
改
革
の
評
価
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
が
，
江
戸
時
代
の
経
済
や
社
会
の
仕
組
み
の
変
化
や
諸
外
国
の
接
近
へ
の
対
応
な
ど

の
時
代
状
況
を
広
く
と
ら
え
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
）

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料

1
3
補
足
資
料

小 学 校 社 会

歴 史 的 分 野 公 民 的 分 野地 理 的 分 野

○
位
置
や
空
間
的
広
が
り
の
視
点

地
理
的
位
置
，
分
布
，
地
形
，
環
境
，
気
候
，
範
囲
，

地
域
，
構
成
，
自
然
条
件
，
社
会
的
条
件
な
ど

○
時
期
や
時
間
的
経
過
の
視
点

時
代
，
起
源
，
由
来
，
背
景
，
変
化
，
発
展
，
継
承
，

維
持
，
向
上
，
計
画
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係
の
視
点

工
夫
，
努
力
，
願
い
，
つ
な
が
り
，
関
わ
り
，
協
力
，

連
携
，
対
策
・
事
業
，
役
割
，
影
響
，
多
様
性
と
共
生

（
共
に
生
き
る
）
な
ど

中 学 校 社 会

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
例

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
，
概
念
の
例

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

絶
対
的
，
相
対
的

規
則
性
・
傾
向
性
，
地
域
差
な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

自
然
的
，
社
会
的
な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

環
境
依
存
性
，
伝
統
的
，
改
変
，
保
全
な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

関
係
性
，
相
互
性
な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

一
般
的
共
通
性
，
地
方
的
特
殊
性
な
ど

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
発
展
，
時
代
の
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
の
特
色
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い

結
果
，
影
響
，
意
味
，
意
義
な
ど

○
現
代
社
会
を
捉
え
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

個
人
の
尊
重
，
自
由
，
平
等
，
選
択
，
配
分
，

法
的
安
定
性
，
多
様
性
な
ど

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

比
較
衡
量
，
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，

財
源
の
確
保
と
配
分
，
利
便
性
と
安
全
性
，

国
際
協
調
，
持
続
可
能
性
な
ど

・
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
こ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
地
域
に
よ
っ
て
気
候
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
だ
ろ
う

・
い
つ
ど
ん
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
努
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
○
○
と
○
○
の
協
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
だ
ろ
う

・
共
に
生
き
て
い
く
上
で
何
が
大
切
な
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，
他

の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な
の

だ
ろ
う
。

・
そ
れ
は
，
ど
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て

い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
，
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
前
の
時
代
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
他
に
ど
ん
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
か
（
背
景
）

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
（
ね
ら
い
）

・
私
た
ち
に
と
っ
て
き
ま
り
と
は
何
だ
ろ
う
か

・
な
ぜ
市
場
経
済
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
の
か
，
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の

か ・
民
主
的
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
，
な
ぜ
法
に
基
づ
く
政
治
が
大
切
な

の
か

・
よ
り
よ
い
決
定
の
仕
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

・
社
会
保
障
と
そ
の
財
源
の
確
保
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
っ
た
ら

よ
い
か

・
民
主
政
治
を
推
進
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

・
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係

・
比
較
・分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て

・
国
民
（人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

◎
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・
現
代
社
会
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
そ
れ
ら
の
事
象
を
現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

社
会
的
事
象
の
特
色
や
意
味
を
多
角
的
に
考
察
す
る
力

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
選
択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付

き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場

や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

・
組
立
工
場
を
中
心
に
部
品
工
場
が
集
ま
り
盛
ん
な
地
域
を
形
成
し
て
い
る

・
駅
の
周
囲
は
交
通
の
結
節
点
な
の
で
人
が
多
い
た
め
商
業
施
設
が
集
ま
る

・
国
土
の
地
理
的
位
置
や
地
形
，
台
風
な
ど
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
気
候
は
異
な
る

・
祭
り
は
地
域
の
豊
作
や
人
々
の
ま
と
ま
り
へ
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た

・
農
作
業
は
機
械
化
に
よ
り
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
て
き
た

・
伝
統
芸
能
は
技
や
道
具
が
多
く
の
人
々
に
継
承
さ
れ
今
に
至
っ
て
い
る

・
地
域
の
安
全
は
，
関
係
機
関
の
未
然
防
止
と
緊
急
対
処
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る

・
食
料
生
産
は
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

・
政
治
に
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
働
き
が
あ
る

・
伝
統
と
文
化
は
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
時
代
に
合
わ
せ
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

・
世
界
の
人
々
と
共
に
生
き
る
に
は
，
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
認
め
合
い
，
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
理
解
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
明
石
市
は
大
阪
市
の
西
に
あ
り
，
そ
こ
の
市
立
天
文
科
学
館
は
日
本
標
準
時
子
午
線
上
の
北
緯
3
4
度

3
8
分
，
東
経
1
3
5
度
0
分
に
あ
り
ま
す
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
範
囲
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
一
年
中
雨
が
多
く
降
る
地
域
に
は
，
常
緑
の
密
林
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
固
有
の
性
格
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
広
島
市
の
沿
岸
部
は
，
低
平
な
三
角
州
と
な
っ
て
い
ま
す
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
平
野
の
乏
し
い
日
本
で
は
，
そ
の
傾
斜
地
を
段
々
畑
や
棚
田
に
す
る
な
ど
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
多
く
の
人
口
を
抱
え
た
大
消
費
地
東
京
の
周
辺
で
は
，
新
鮮
な
農
産
物
を
生
産
し
，
都
市
の
住
民
に
届

け
る
近
郊
農
業
が
さ
か
ん
で
す
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
ま
と
ま
り
の
あ
る
固
有
の
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
中
国
地
方
の
山
間
部
で
は
，
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む
過
疎
化
に
悩
む
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

・
今
も
世
界
に
広
ま
る
い
く
つ
か
の
宗
教
は
，
数
千
年
前
に
古
代
か
ら
の
文
明
地
域
の
都
市
を

中
心
に
お
こ
っ
た

・
南
北
朝
の
争
乱
や
戦
国
の
動
乱
を
経
て
室
町
幕
府
の
統
一
的
支
配
が
弱
ま
り
，
大
名
に
よ
る

領
国
支
配
と
民
衆
に
よ
る
自
治
的
結
合
が
進
ん
だ

・
近
世
は
，
江
戸
幕
府
等
の
強
大
な
力
を
基
盤
に
安
定
し
た
全
国
支
配
体
制
が
形
成
さ
れ
，
産

業
・
通
商
や
町
人
文
化
が
隆
盛
を
み
た
時
代
で
あ
っ
た

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
革
命
を
経
て
広
ま
っ
た
自
由
と
平
等
を
理
想
と
す
る
社
会
へ
の
変
革
は
，

欧
米
の
み
な
ら
ず
，
次
第
に
ア
ジ
ア
の
近
代
化
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

・
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
の
激
化
は
，
戦
後
の
日
本
に
対
す
る
占
領
政
策
や
経
済
復
興
，
国
際
社
会

へ
の
復
帰
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

・
地
域
に
は
，
期
待
さ
れ
る
よ
り
よ
い
姿
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

（
具
体
例
；
地
震
や
豪
雨
，
台
風
な
ど
自
然
災
害
を
受
け
る
こ
と
の
多
い
日
本
で
は
，
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
，
各
地
の
自
然
環
境
に
応
じ
た
，
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
）

・
市
場
経
済
に
お
い
て
個
々
人
や
人
々
は
価
格
を
考
慮
し
つ
つ
，
何
を
ど
れ
だ
け
生
産
・
消
費
す

る
か
選
択
す
る
こ
と
，
ま
た
，
価
格
に
は
，
何
を
ど
れ
だ
け
生
産
・
消
費
す
る
か
に
関
わ
っ
て
，
人

的
・
物
的
資
源
を
効
率
よ
く
配
分
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
，
市
場
経
済
の
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
る

・
民
主
的
な
社
会
に
お
け
る
法
は
，
国
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
，
国
民
の
意
思

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
国
民
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
，
国
や
地
方
公
共
団
体
は
，
国
民
の
自
由
と
権
利
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
そ
う
し
た
法
の
拘
束
を

受
け
な
が
ら
政
治
を
行
っ
て
い
る

・
合
意
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
，
無
駄
を
省
く
「
効
率
」
と
決
定
の
手
続
き
や
内
容
に
つ
い
て

の
「
公
正
」
が
必
要
で
あ
る

・
財
政
に
関
し
て
，
少
子
高
齢
社
会
な
ど
現
代
社
会
の
特
色
を
踏
ま
え
，
財
源
の
確
保
と
望
ま
し

い
配
分
に
つ
い
て
対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
な
ど
の
視
点
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
・

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
球
環
境
，
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
貧
困
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
は
，
経
済
的
，
技
術
的
な
協
力

な
ど
が
大
切
で
あ
る

※
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
は
，
小
・
中
・
高
等
学
校
の
各
「
見
方
や
考
え
方
」
を
総
称
す
る
呼
称
で
あ
り
，
社
会
の
在
り
方
や
，
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
等
を
考
察
す
る
際
の
「
追
究
の
視
点
や
方
法
」
で
あ
る

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

時
代
の
転
換
の
様
子
や
各
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
す
る
力

現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の

立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る
力



・
歴
史
的
な
諸
事
象
の
意
味
を
説
明
す
る
際
は
，
直
接
的
な
因
果
関
係
は
も
ち
ろ
ん
，
歴
史
の
転

換
や
，
他
地
域
と
の
比
較
よ
る
特
徴
の
抽
出
な
ど
に
も
留
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
案
）

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

時
間
距
離
，
時
差

等
質
（
均
質
，
同
質
）
，
類
似

な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

共
通
性
，
多
様
性

な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

限
界
性
，
防
災
・
減
災

な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

移
動
性
，
圏
構
造
（
都
市
圏
…
）
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

規
模
，
格
差
，
変
容
，
持
続
可
能
性

な
ど

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
例

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
，
概
念
の
例

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

経
済
距
離
，
中
心
性

単
一
指
標
，
複
数
指
標
，
総
合
（
指
標
）
な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

立
地
，
景
観
，
民
族
性

な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

環
境
可
能
論
，
環
境
決
定
論

な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

中
枢
管
理
機
能
，
階
層
性

な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

構
造
，
分
化

な
ど

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性

な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，
結
果
，
影
響
，

意
味
，
意
義
な
ど

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
多
様
性
，
複
合
性
，

相
互
依
存
性
，
多
元
性
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，
結
果
，

影
響
，
意
味
，
意
義
な
ど

・
そ
れ
は
，
な
ぜ
そ
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
場
所
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，

他
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な

の
だ
ろ
う

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
何
が
，
な
ぜ
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
か

・
何
が
受
け
継
が
れ
た
の
か

・
何
が
変
わ
っ
た
の
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
そ
れ
ら
は
，
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
ど
ん
な
意
味
や
意
義
，
特
色
が
あ
る
の
か

・
ど
ん
な
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か

・
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か

・
他
に
ど
ん
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
あ
な
た
は
何
を
求
め
る
か

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
何
が
，
な
ぜ
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
か

・
何
が
受
け
継
が
れ
た
の
か

・
何
が
変
わ
っ
た
の
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
そ
れ
ら
は
，
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
ど
ん
な
意
味
や
意
義
，
特
色
が
あ
る
の
か

・
ど
ん
な
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か

・
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か

・
あ
な
た
な
ら
，
ど
ん
な
選
択
を
す
る
か

・
あ
な
た
な
ら
，
ど
う
判
断
す
る
か

・
あ
な
た
は
何
を
求
め
る
か

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
日
付
変
更
線
は
基
本
的
に

18
0度
の
経
線
に
沿
う
が
，
国
内
の
時
差
を
回
避
す
る
な
ど
の
理
由
で
何
か

所
も
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
東
南
ア
ジ
ア
の
高
温
多
湿
な
地
域
で
は
通
気
性
を
高
め
る
た
め
，
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
地
帯
で
は
住
宅
内

の
熱
を
逃
が
す
た
め
，
い
ず
れ
も
高
床
式
住
居
が
建
設
さ
れ
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
に
広
が
る
サ
ヘ
ル
地
域
で
は
，
過
度
な
放
牧
や
農
耕
，
薪
の
採
取
な
ど
に
よ
り
砂
漠

化
が
進
ん
だ
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
飢
餓
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
へ
の
食
料
援
助
に
は
，
人
道
的
な
側
面
と
と
も
に
政
治
的
混
乱
や
周
辺

諸
国
へ
の
難
民
流
入
を
防
ぐ
と
い
っ
た
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
発
展
途
上
国
に
は
，
政
治
や
経
済
，
文
化
，
情
報
な
ど
の
機
能
が
首
都
に
一
極
集
中
し
，
地
域
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
国
が
あ
る
）

・い
か
な
る
規
模
の
空
間
に
お
い
て
も
，
そ
こ
に
帰
属
す
る
人
々
は
よ
り
よ
い
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
積
極
的
に
見
い
だ
し
，
地
理
学
習
で
身
に
付
け
た
地
理
的
な
見
方

や
考
え
方
を
用
い
て
課
題
の
構
造
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
範
囲
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
メ
キ
シ
コ
は

N
AF

TA
に
加
盟
し
な
が
ら
も
文
化
的
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
属
し
，
南
北
ア
メ
リ
カ
諸
国
を

経
済
的
，
文
化
的
に
結
ぶ
回
廊
と
な
っ
て
い
る
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
大
都
市
の
都
心
で
は
，
行
政
機
関
や
大
企
業
の
本
社
等
が
集
ま
り
，
政
治
や
経
済
の
中
枢
管
理
機
能

が
集
積
し
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
東
南
ア
ジ
ア
の
沖
積
平
野
で
は
，
モ
ン
ス
ー
ン
等
の
自
然
条
件
を
生
か
し
た
集
約
的
な
稲
作
農
業
が
発

達
し
，
世
界
有
数
の
米
作
地
帯
と
な
っ
て
い
る
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
都
市
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
で
は
，
社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
か
ら
，
住
宅
や
工
場
の
無
秩
序
な
展
開
を

招
く
こ
と
が
あ
る
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
複
数
の
言
語
が
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
，
複
雑
な
民
族
間
の
軋
轢
を
軽
減
し
，

多
文
化
主
義
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
役
割
が
あ
る
）

・
16
世
紀
に
は
，
諸
大
陸
を
結
び
つ
け
る
国
際
商
業
が
活
性
化
し
，
ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
が
繁
栄
し

た
。
豊
か
な
富
を
求
め
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
西
欧
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た

・
19
世
紀
の
欧
米
や
日
本
は
，
工
業
化
や
政
治
変
動
の
過
程
を
経
て
，
新
た
な
国
家
の
し
く
み
を

生
み
出
し
、
世
界
と
日
本
の
つ
な
が
り
が
一
層
深
ま
っ
た

・
19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
進
出
に
対
し
て
，
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
様
々
な
対

応
策
が
生
ま
れ
，
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
た

・
20
世
紀
に
は
，
科
学
技
術
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
，
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
が
加
速
化
し
，

大
衆
の
政
治
や
経
済
，
文
化
活
動
へ
の
参
加
が
拡
大
し
た

・
市
場
経
済
の
進
展
と
と
も
に
，
国
内
外
で
貧
富
の
格
差
を
め
ぐ
る
問
題
が
顕
著
と
な
り
，
富
の

再
分
配
を
め
ぐ
る
動
き
が
起
こ
る
一
方
，
国
際
社
会
で
は
支
配
と
従
属
関
係
が
深
ま
っ
た

・
大
戦
時
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
の
構
築
は
，
戦
後
の
国
家
と
国
民
，
国
際
秩
序
の
在
り
方
に

新
た
な
変
化
を
生
み
出
し
た

・
経
済
開
発
と
環
境
保
全
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
豊
か
な
生
活
の
在
り
方
や
人
間
の
生
き
方
を
再

考
さ
せ
た

・い
か
な
る
規
模
の
空
間
に
お
い
て
も
，
そ
こ
に
帰
属
す
る
人
々
は
よ
り
よ
い
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
私
た
ち
は
，
日
本
を
取
り
巻
く
諸
課
題
を
よ
く
認
識
し
，
そ
の
解
決
の
方
向
性
を
見
い
だ
し
，
日
本
の
将
来

像
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
と
と
も
に
，
世
界
の
繁
栄
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

・
人
類
は
，
世
界
各
地
の
自
然
環
境
に
適
応
し
，
農
耕
や
牧
畜
を
基
礎
と
し
た
諸
文
明
を
形
成
し
，

や
が
て
諸
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
生
み
出
し
た

・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
海
・
陸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
に
，
諸
地
域
世
界
の
交
流
が
活
発
化
し
，
新
た

な
地
域
世
界
の
形
成
や
再
編
が
進
ん
だ

・
ア
ジ
ア
の
繁
栄
や
西
洋
諸
国
の
拡
大
を
背
景
に
，
諸
地
域
世
界
の
結
合
が
進
み
，
西
洋
諸
国

の
工
業
化
は
世
界
の
構
造
的
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
た

・
科
学
技
術
の
発
達
や
生
産
力
の
発
展
は
，
地
球
規
模
で
の
世
界
の
一
体
化
を
加
速
化
さ
せ
，

世
界
の
相
互
依
存
関
係
を
一
層
深
め
さ
せ
た

・
19
世
紀
後
期
か
ら

20
世
紀
初
期
に
か
け
て
お
こ
っ
た
産
業
構
造
の
変
化
は
，
帝
国
主
義
政
策

を
生
み
出
し
，
軍
事
力
に
基
づ
く
世
界
分
割
が
進
ん
だ

・
冷
戦
の
終
結
後
の
国
際
経
済
の
連
携
の
動
き
は
，
新
た
な
地
域
統
合
を
も
た
ら
し
，
新
た
な
国

際
秩
序
を
模
索
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た

歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
，
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
を
活
用
し
て
，
諸
資
料
に
基
づ
い
て
，
複

数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
，
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と

※
科
目
名
は
全
て
仮
称
で
あ
る

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

歴
史
の
転
換
の
様
子
や
変
化
の
特
色
，
意
味
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

歴 史 総 合

高 等 学 校 地 理 歴 史

世 界 史 に 関 わ る 探 究 科 目地 理 に 関 わ る 探 究 科 目地 理 総 合

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付

き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
そ
こ
で
生
起
す
る
課
題
を
解
決
に
向
け
て
構
想
（
選
択
・
判

断
）
す
る
力

地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
を
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
考

察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付

き
，
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
そ
こ
で
生
起
す
る
課
題
を
解
決
に
向
け
て
構
想
（
選
択
・
判

断
）
す
る
力

地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
を
系
統
地
理
的
あ
る
い
は
地
誌
的

に
考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

諸
地
域
世
界
の
多
様
性
や
複
合
性
，
相
互
依
存
性
や
多

元
性
を

,歴
史
的
観
点
か
ら

,多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

力

・
そ
れ
が
，
そ
こ
に
位
置
す
る
意
味
（
意
義
，
役
割
，
影
響
）
は
何
だ
ろ
う

・
そ
れ
が
，
そ
の
よ
う
に
分
布
す
る
意
味
は
何
だ
ろ
う

・
そ
こ
が
，
そ
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
意
味
は
何
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
が
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
が
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
そ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
が
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
意
味
は
何
だ

ろ
う

・
そ
の
地
域
が
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，

他
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な

の
だ
ろ
う



・
倫
理
で
考
え
る
の
は
「
べ
き
」
で
あ
る
た
め
，
自
然
科
学
で
考
え
る
「
あ
る
」
と
は
異
な
る
が
，
観

察
し
た
事
実
を
根
拠
と
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
理
論
を
現
実
の
出
来
事
を
さ
ら
に
観
察
し
修
正

し
な
が
ら
，
判
断
と
理
論
を
調
整
し
て
い
く
点
に
お
い
て
相
通
じ
る
面
も
あ
る

社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
た
た
き
台
）

○
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
視
点

幸
福
，
正
義
，
公
正
，
個
人
の
尊
厳
，
自
由
，
平
等
，

寛
容
，
希
少
性
，
機
会
費
用
，
利
便
性
と
安
全
性
，

多
様
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど

○
公
共
的
な
空
間
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想

す
る
視
点

幸
福
，
正
義
，
公
正
，
協
働
関
係
の
共
時
性
と
通
時
性
，

比
較
衡
量
，
相
互
承
認
，
適
正
な
手
続
き
，

自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，
平
等
，

財
源
の
確
保
と
配
分
，
平
和
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
視
点

善
，
徳
，
愛
，
利
己
心
，
幸
福
，
義
務
，
個
人
の
尊
厳

公
正
，
寛
容
，
存
在
，
真
理
，
聖
，
美
な
ど

○
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

尊
重
，
畏
敬
，
創
造
，
自
由
，
権
利
，
責
任
，
自
立
，

協
働
，
勤
労
，
相
互
承
認
，
国
際
協
調
，

持
続
可
能
性
な
ど

○
社
会
を
捉
え
る
視
点

個
人
の
尊
厳
，
効
率
，
公
正
，
自
由
，
平
等
，

希
少
性
，
機
会
費
用
，
選
択
，
配
分
，
分
業
，
交
換
，

利
便
性
と
安
全
性
，

多
様
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

対
立
，
協
調
，
効
率
，
公
正
，

比
較
衡
量
，
具
体
的
な
妥
当
性
と
法
的
安
定
性
，

相
互
承
認
，
適
正
な
手
続
き
，

自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，
財
源
の
確
保
と
配
分
，

平
和
，
持
続
可
能
性
な
ど

・
よ
り
よ
い
集
団
，
社
会
の
在
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

・
政
治
的
主
体
と
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

・
経
済
的
主
体
と
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

・
公
共
的
な
場
づ
く
り
や
安
全
を
目
指
し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
，
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
れ
ば
よ
い

か・
社
会
を
成
立
さ
せ
る
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か

・
社
会
に
参
画
し
，
他
者
と
協
働
す
る
倫
理
的
主
体
と
し
て
個
人
が
判
断
す
る

た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
は
何
か

・
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か ・
自
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
か
，
生
き
る
こ
と
の
意
味
は
何
か
，
人

間
と
は
何
か

・
他
者
と
ど
う
生
き
，
社
会
で
ど
う
生
き
て
い
け
ば
よ
い
か
，
良
識
あ
る
公
民

と
し
て
い
か
に
在
る
べ
き
か
，
い
か
に
生
き
る
べ
き
か

・
人
間
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
，
な
ぜ
世
界
が
存
在
す
る
の
か
，
人

間
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
存
在
す
る
の
か

・
哲
学
や
宗
教
や
芸
術
が
何
を
問
い
，
ど
の
よ
う
な
答
え
を
見
出
し
て
き
た

か ・
自
然
科
学
的
理
論
と
倫
理
的
理
論
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
自
然
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
生
き
れ
ば
よ
い
か
。

・
政
治
の
意
義
と
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

・
経
済
活
動
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

・
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
の
在
り
方
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
国
際
経
済
に
あ
っ
て
，
日
本
経
済
は
今
度
ど
の
よ

う
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
か

・
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
，
国
と
地
方
公
共
団
体

の
関
係
の
在
り
方
や
私
た
ち
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
，
ど
の
よ
う
な
選
択
・

判
断
，
合
意
形
成
を
行
う
か

・
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
，
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
，
様
々
な
立
場
や
文

化
等
を
背
景
に
し
て
社
会
が
成
立
し
て
い
る

・
「
行
為
の
結
果
に
お
け
る
効
用
と
し
て
，
個
人
の
幸
福
と
と
も
に
，
社
会
全
体
の
幸
福
を
重
視
す

る
考
え
方
」
と
「
（
行
為
の
結
果
よ
り
も
，
）
行
為
の
動
機
と
な
る
人
間
的
責
務
と
し
て
の
公
正
な

ど
を
重
視
す
る
考
え
方
」
が
あ
り
，
両
者
と
も
に
活
用
し
，
自
分
も
他
者
も
と
も
に
納
得
で
き
る
解

を
見
出
そ
う
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

・
そ
れ
自
体
価
値
あ
る
よ
い
も
の
を
求
め
，
正
し
い
行
い
を
選
ぶ
賢
さ
と
そ
れ
を
実
行
す
る
意
志

の
強
さ
を
身
に
付
け
た
徳
の
高
い
人
間
を
目
指
し
生
き
る

・
正
し
い
行
い
を
す
る
た
め
に
，
利
己
心
を
も
と
に
す
る
考
え
方
，
幸
福
と
利
益
を
で
き
る
限
り
増

や
す
こ
と
を
重
視
す
る
考
え
方
，
自
由
に
基
づ
き
人
権
を
大
切
に
す
る
考
え
方
を
手
が
か
り
と
し

て
，
自
分
自
身
を
深
く
理
解
す
る

・
自
由
権
の
保
障
と
と
も
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
手
が
か
り
と
し
て
公
平
な
社
会
に
つ
い
て
考
え
続
け
る

・
存
在
の
不
思
議
へ
の
驚
き
か
ら
知
識
へ
の
深
い
懐
疑
が
生
じ
る
こ
と
，
正
解
が
定
め
が
た
く
問

う
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
問
い
が
あ
り
，
こ
れ
を
問
い
考
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

に
気
付
く

・
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」
を
問
い
，
自
ら
の
体
験
や
悩
み
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
を
成
長

さ
せ
る
と
と
も
に
，
人
間
は
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
，
対
話
を
通
じ
て
お
互
い
を

高
め
合
う
こ
と
の
両
者
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
公
共
的
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る ・
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
す

る
と
と
も
に
，
個
人
を
起
点
と
し
て
，
自
立
，
協
働
の
観
点
か
ら
多
様
性
を
尊
重
し
て
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
役
割
を
担
う
主
体
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
政
治
と
は
広
義
に
は
，
個
人
あ
る
い
は
集
団
の
考
え
方
や
意
見
，
利
害
の
対
立
や
衝
突
を
調

整
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
，
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
統
合
を
図
る
機
能
を
意
味
し
て

い
る

・
経
済
活
動
は
分
業
と
交
換
に
基
づ
き
人
間
生
活
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
，
い
ず
れ
の
社
会
で
も
，
「
何
を
ど
れ
だ
け
」
，
「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
」
，
「
誰
の
た
め
に
」
生

産
す
べ
き
か
，
生
産
さ
れ
た
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
社
会
の
構
成
員
に
分
配
し
，
い
か

に
消
費
す
る
か
と
い
う
経
済
的
選
択
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

・
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
の
在
り
方
を
考
察
，
追
究
す
る
際

に
は
，
現
代
政
治
に
お
け
る
個
人
，
政
党
及
び
圧
力
団
体
の
行
動
，
住
民
運
動
な
ど
現
実
社

会
の
事
象
を
取
り
上
げ
，
客
観
的
な
資
料
を
基
に
様
々
な
角
度
か
ら
主
体
的
に
考
察
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る

・
個
人
の
尊
厳
，
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
盤
に
，
理
論
と
現
実
と
の
相
互
関
連
に
留
意
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
な
る
在
り
方
を
考
察
，
追
究
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

◎
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を

見
出
し

・そ
れ
ら
の
事
象
を
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

公
共
的
な
空
間
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複

数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
，
社
会
を
形
成
す
る
主
体

と
し
て
構
想
す
る
力

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
，
社
会
的
事
象
の
意
味
や

意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て

そ
れ
に
関
わ
る
事
象
を
見
出
し

・そ
れ
ら
の
事
象
を
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
や
哲
学
，
宗
教
，

芸
術
な
ど
に
関
わ
る
理
論
と
有
機
的
に
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場

や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
の
意
味
や

意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・
社
会
の
在
り
方
や
課
題
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を

見
出
し

・
そ
れ
ら
の
事
象
を
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
や
政
治
，
法
，
経

済
な
ど
に
関
わ
る
理
論
と
有
機
的
に
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場

や
意
見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
，
合
意
形
成
す
る

力社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る
力

倫 理 （ 仮 称 ）公 共 （ 仮 称 ）

高 等 学 校 公 民

政 治 ・ 経 済 （ 仮 称 ）

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
例

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
，
概
念
の
例

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

継
続
，
発
展
，
時
代
の
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
性
，
多
様
性

地
域
性
，
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い
，
結
果
，

影
響
，
意
味
，
意
義
な
ど

○
諸
事
象
の
位
置
付
け
に
関
わ
る
視
点

論
理
性
，
客
観
性
，
妥
当
性
な
ど

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
の
か

・
何
が
，
な
ぜ
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
か

・
何
が
，
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
背
景
が
存
在
す
る
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代

(時
期

)だ
っ
た
の
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た

(何
の
た
め
に
行
わ
れ
た

)の
か

・
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
見
い
だ
せ
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
意
味
や
特
色
が
あ
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
点
が
現
代
と
関
係
し
て
い
る
の
か

・
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
で
き
る
か

・
な
ぜ
そ
の
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
他
に
ど
の
よ
う
な
選
択
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か

・
ど
の
よ
う
に
意
義
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

・
遺
物
や
遺
跡
，
様
々
な
歴
史
資
料
は
，
現
在
の
我
が
国
の
文
化
や
伝
統
を
考
察
す
る
上
で
重

要
な
考
察
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
き
た

・
日
本
の
古
代
国
家
の
形
成
過
程
の
背
景
の
一
つ
に
は
，
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
化
が
存
在
す
る

・
中
世
の
社
会
で
は
，
武
士
勢
力
や
宗
教
勢
力
の
拡
大
や
，
庶
民
の
台
頭
な
ど
権
力
の
多
様
化

が
新
し
い
文
化
や
地
域
的
な
際
を
生
み
だ
し
た

・
江
戸
時
代
初
期
の
経
済
発
展
は
，
町
人
や
富
農
に
文
芸
の
普
及
や
生
活
文
化
の
上
昇
を
も

た
ら
し
，
文
化
の
担
い
手
を
成
長
さ
せ
た

・
18
～

19
世
紀
前
半
の
経
済
・
産
業
の
成
長
は
，
一
方
で
社
会
の
矛
盾
を
深
め
，
新
た
な
社
会

構
造
の
構
築
を
促
し
，
明
治
維
新
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

・
19

20
年
代
の
経
済
状
況
は
，
人
々
の
政
治
や
社
会
に
対
す
る
評
価
や
要
求
に
変
化
を
生
み
，

19
30
年
代
の
日
本
の
政
治
状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

・
戦
後
日
本
経
済
の
推
移
は
，
冷
戦
の
国
際
状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
展
開
し
た

・
人
物
や
事
象
の
歴
史
的
な
意
義
の
判
断
に
際
し
て
は
，
獲
得
し
た
知
識
（
概
念
）
を
活
用
し
，
諸

資
料
に
基
づ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
，
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る

日 本 史 に 関 わ る 探 究 科 目

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
上
の
人
物
の
行
動
や
事
象
の
意
義
に
つ
い
て
，
多
様

な
資
料
を
活
用
し
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す
る
力

日
本
の
歴
史
の
展
開
，
伝
統
と
文
化
の
特
色
を
多
面
的
・

多
角
的
，
総
合
的
に
考
察
す
る
力

高 等 学 校 地 理 歴 史



社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
，
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
，
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

（
ど
の
よ
う
に
社
会
，
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

小 学 校 社 会

・
社
会
生
活
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

（
地
域
や
我
が
国
の
国
土
の
地
理
的
環
境
，
現
代
社
会
の
仕

組
み
や
働
き
，
地
域
や
我
が
国
の
歴
史
，
そ
れ
ら
と
人
々
の
生

活
と
の
関
連
）

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

（
社
会
的
事
象
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
集
め
る
・
読
み
取
る
・

ま
と
め
る
技
能
）

・
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
用
い
て
，
社
会
的

事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
角
的
に
考
え
る
力
，

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を

選
択
・
判
断
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
知
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

（
環
境
保
全
，
自
然
災
害
防
止
，
産
業
の
発
展
，
情
報
化
の
進
展
，
先
人
の
業
績
や
文

化
遺
産
，
我
が
国
の
政
治
の
働
き
，
世
界
の
国
々
と
の
関
わ
り
）

・
学
習
問
題
や
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
角
的
な
考
察
や
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど

（
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
，
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
，
我
が

国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
し
，
国
を
愛
す

る
心
情
，
世
界
の
国
々
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
の
自
覚
）

中 学 校 社 会

・
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
に
関
す
る
知
識
・
理
解

・
現
代
社
会
の
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
に
関
す
る
理
解

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

（
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，
社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報

を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能
）

・
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
的
事
象
の

意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
や
問
題
に
つ
い
て
公
正
に

判
断
し
た
り
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た

り
す
る
力

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
課
題
（
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
）
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態

度 ・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど

（
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
の
自
覚
）

地 理 的 分 野

・
我
が
国
の
国
土
及
び
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
地
理
に
関
す

る
知
識
・
理
解

（
日
本
や
世
界
の
地
域
構
成
，
日
本
を
含
む
世
界
の
環
境
と

生
活
の
多
様
性
，
州
単
位
の
世
界
地
誌
，
地
方
単
位
の
日
本

地
誌
，
身
近
な
地
域
の
調
査
）

・
地
図
や
景
観
写
真
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
地
理
に
関
す
る
情
報

を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
事
象

の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す

る
力

・
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

・
調
査
し
た
こ
と
や
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
地
図
等
を
用
い
て
説

明
し
た
り
議
論
し
た
り
す
る
力

・
日
本
や
世
界
の
諸
地
域
，
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
身
近
な
地
域
に
関
す
る
社
会
的

事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
地
域
の
地
理
的
な
諸
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど

（
身
近
な
地
域
や
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
世
界
各
地
の
異
な
る
多
様
な
生
活

文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
自
覚
）

歴 史 的 分 野

・
各
時
代
の
特
色
を
踏
ま
え
た
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ

（
直
接
的
な
関
わ
り
や
間
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
世
界
の
歴
史

を
含
む
）
に
関
す
る
理
解

（
歴
史
上
の
人
物
と
の
文
化
遺
産
，
伝
統
と
文
化
の
特
色
，
歴

史
に
見
ら
れ
る
国
際
関
係
や
文
化
交
流
の
あ
ら
ま
し
）

・
年
表
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に

収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
事
象

の
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を

踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
議
論
し
た
り
す
る

力

・
歴
史
上
の
諸
事
象
や
身
近
な
地
域
の
歴
史
，
他
民
族
の
文
化
や
生
活
に
関
す
る
社
会

的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
歴
史
上
の
諸
事
象
か
ら
見
出
し
た
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど

（
歴
史
上
の
人
物
と
文
化
遺
産
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
の
自
覚
，
我
が
国
の
歴
史

に
対
す
る
愛
情
や
国
民
と
し
て
の
自
覚
，
国
際
協
調
の
精
神
）

公 民 的 分 野

・
現
代
社
会
の
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
に
関
す
る
知
識
・
理
解

（
現
代
社
会
と
文
化
，
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
，

市
場
の
働
き
と
経
済
，
国
民
の
生
活
と
政
府
の
役
割
，
人
間
の
尊

重
と
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
原
則
，
世
界
平
和
と
人
類
の
福

祉
の
増
大
）

・
統
計
や
新
聞
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
現
代
の
社
会
的
事
象
に

関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技

能

・
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
的
事
象

を
現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
た
り
，
現
代
の
諸
課
題
に
つ

い
て
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力

・
他
者
の
主
張
を
踏
ま
え
た
り
取
り
入
れ
た
り
し
て
社
会
に
見
ら

れ
る
課
題
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
再
構
成
し
な
が
ら
議
論

す
る
力

・
現
代
の
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

（
社
会
生
活
に
お
け
る
物
事
の
決
定
の
仕
方
，
現
実
の
政
治
，
個
人
，
企
業
及
び
国
や

地
方
公
共
団
体
の
経
済
活
動
，
現
実
の
国
際
関
係
）

・
現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論

し
よ
う
と
す
る
態
度

（
他
者
と
協
働
し
て
考
え
，
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
）

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど

（
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重

し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
自
覚
）

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
４



個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
，
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
，
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

（
ど
の
よ
う
に
社
会
，
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高 等 学 校

地 理 歴 史 科

・
日
本
及
び
世
界
の
歴
史
の
展
開
と
生
活
・
文
化
の
地
域
的
特
色
に

関
す
る
知
識
・
理
解

・
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
，
歴
史
的
な
見
方
や
考

え
方
を
用
い
て
，
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
，

特
色
や
相
互
の
関
連
性
に
つ
い
て
，
概
念
等
を
活
用
し
て
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
課
題
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り

す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選

び
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し

た
り
す
る
態
度

・
課
題
（
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
）
を
意
欲
的
に
追
究
し
た
り

探
究
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

な
ど （
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，

他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
の
自
覚
）

科 目 名 は 全 て 仮 称

地 理 総 合

・
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム
や
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
理
解

・
調
査
や
地
図
や
統
計
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
地
理
に
関
す
る
情
報

を
，
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
用
い
て
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読

み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
地
理
に
関

わ
る
諸
事
象
を
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
考
察
し
た
り
，
そ
こ
で

生
起
す
る
課
題
を
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選

び
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム
や
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
主
体
的
に

調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
，
地
球
的
，
地
域
的
課
題
を
意
欲
的
に

追
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

な
ど

地 理 に 関 わ る

探 究 科 目

・
世
界
の
空
間
的
な
諸
事
象
の
規
則
性
，
傾
向
性
や
，
世
界
の
諸
地

域
の
構
造
や
変
容
に
つ
い
て
の
理
解

・
調
査
や
地
図
や
統
計
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
地
理
に
関
す
る
情
報

を
，
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
用
い
て
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読

み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
地
理
に
関

わ
る
諸
事
象
を
系
統
地
理
的
あ
る
い
は
地
誌
的
に
考
察
し
た
り
，

そ
こ
で
生
起
す
る
課
題
を
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選

び
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
世
界
の
空
間
的
な
諸
事
象
の
規
則
性
，
傾
向
性
や
，
世
界
の
諸
地
域
の
構

造
や
変
容
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
，
世
界
や
国
土
の
在
り
方
を
意
欲
的
に

探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

な
ど

歴 史 総 合

・
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
の
知
識

・
近
現
代
の
歴
史
の
考
察
に
関
わ
る
概
念
の
理
解

・
諸
資
料
か
ら
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み

取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
歴
史
に
関

わ
る
諸
事
象
と
現
在
と
の
つ
な
が
り
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し

た
り
，
選
択
や
判
断
に
つ
い
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選

び
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り

す
る
態
度

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
，
世
界
や
日
本
の
在
り
方
に
つ
い

て
，
歴
史
の
転
換
を
踏
ま
え
て
，
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

な
ど

日 本 史 に 関 わ る

探 究 科 目

・
我
が
国
の
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
の
知
識

・
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
，
歴
史
を
構
成
す
る
諸
要
素
・

諸
領
域
か
ら
総
合
的
に
捉
え
る
概
念
の
理
解

・
多
様
な
資
料
か
ら
我
が
国
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収

集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
我
が
国
の

歴
史
に
か
か
わ
る
様
々
な
分
野
に
着
目
し
，
自
ら
課
題
を
設
定
し

て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
選
択
や
判
断
に
つ
い
て
構
想

し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選

び
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り

す
る
態
度

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
，
歴
史
の
展
開
の
総
合
的
な
理
解
を
踏

ま
え
て
，
地
域
や
日
本
，
世
界
の
在
り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る

態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

な
ど

世 界 史 に 関 わ

る 探 究 科 目

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
の
知
識

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
の
考
察
に
関
わ
る

概
念
の
理
解

・
諸
資
料
か
ら
世
界
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す

る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
諸
地
域
世

界
の
歴
史
の
多
様
性
や
複
合
性
，
相
互
依
存
性
や
多
元
性
に
着

目
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
選
択
や
判
断
に
つ
い
て
構

想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選

び
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
に
つ
い
て
，
主
体
的
に
調

べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
，
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
世
界
や

日
本
の
在
り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情

な
ど



個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
，
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
，
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性

（
ど
の
よ
う
に
社
会
，
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高 等 学 校

公 民 科

・
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
考
察
し
，
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て

必
要
な
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
や
理
論
の
理
解

・
倫
理
的
主
体
，
政
治
的
主
体
，
経
済
的
主
体
，
法
的
主
体
，
様
々

な
情
報
を
発
信
・
受
信
す
る
知
的
主
体
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
主
体
と
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
，
概
念

・
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能

・
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
現
代
の
諸
課
題
に
つ

い
て
個
人
と
社
会
の
関
係
に
着
目
し
て
考
察
，
追
究
し
た
り
，

公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力

・
合
意
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
，
社
会
的
事
象
や
課
題
に

つ
い
て
構
想
し
た
こ
と
を
，
妥
当
性
や
効
果
，
実
現
可
能
性
な

ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力

・
社
会
の
在
り
方
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題

に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て

意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
社
会
に
参
画

し
，
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
人
間
と
し

て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
，
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄

を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
各
国
民
が
協

力
し
合
う
こ
と
の
自
覚
な
ど

科 目 名 は 全 て 仮 称

公 共

・
現
代
社
会
の
諸
課
題
を
捉
え
考
察
し
，
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
な
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
的
な
枠
組
み

の
理
解

・
倫
理
的
，
法
的
，
政
治
的
，
経
済
的
主
体
等
と
な
る
た
め
に
必
要

な
知
識
，
概
念
の
理
解

・
諸
資
料
か
ら
，
倫
理
的
，
法
的
，
政
治
的
，
経
済
的
主
体
等
と
な
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め

る
技
能

・
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
や
公
共
的

な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
し
て
，
現
実
の
社
会

的
事
象
や
現
実
社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
，
考
察
，
追
究
し

た
り
解
決
策
を
構
想
し
た
り
す
る
力

・
合
意
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
，
社
会
的
事
象
や
課
題
に

つ
い
て
構
想
し
た
こ
と
を
，
妥
当
性
や
効
果
，
実
現
可
能
性
な

ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力

・
社
会
の
在
り
方
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題

に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て

意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
社
会
に
参
画

し
，
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
現
代
社

会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
，
自
国
を

愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権

を
尊
重
し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
な
ど
，
我
が
国
及
び
国
際
社
会
に

お
い
て
国
家
・
社
会
の
形
成
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
自
覚

な
ど

倫 理

・
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て
，
現
代
の
諸
課
題
を
捉

え
，
よ
り
深
く
思
索
す
る
た
め
に
必
要
な
概
念
や
理
論
の
理
解

・
諸
資
料
か
ら
，
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
情
報
を

効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
を
用

い
て
，
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く
生
き
る
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て

よ
り
深
く
思
索
す
る
力

・
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
概
念
や
理
論
を

活
用
し
，
論
理
的
に
思
考
し
，
思
索
を
深
め
，
説
明
し
た
り
対

話
し
た
り
す
る
力

・
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的

に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し

て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
対
話
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
他
者
や

社
会
と
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
よ
り
よ
く
生
き
る
自
己
を
形
成
し
よ
う
と

す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
現
代
社

会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
自
覚

な
ど

政 治 ・ 経 済

・
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
，
現
実
社
会
の
複
雑
な
諸
課
題
の
解

決
策
を
探
究
す
る
た
め
に
必
要
な
概
念
や
理
論
の
理
解

・
政
治
や
経
済
な
ど
に
関
わ
る
諸
資
料
か
ら
，
現
実
社
会
の
諸
課

題
の
解
決
に
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・

ま
と
め
る
技
能

・
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
や
，
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
な
選
択
・
判
断
の
基
準
と
な
る
概
念
を
活
用
し
て
，

社
会
に
見
ら
れ
る
複
雑
な
課
題
を
把
握
し
，
説
明
す
る
と
と
も

に
，
身
に
付
け
た
判
断
基
準
を
根
拠
に
解
決
策
を
構
想
す
る

力
・
構
想
し
た
こ
と
の
妥
当
性
や
効
果
，
実
現
可
能
性
な
ど
を
踏
ま

え
て
議
論
し
，
合
意
形
成
に
向
か
う
力

・
社
会
の
在
り
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り

分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

・
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て

意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
社
会
に
参
画

し
，
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
し
て
い
く
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
自
国
を

愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権

を
尊
重
し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
な
ど
，
我
が
国
及
び
国
際
社
会
に

お
い
て
，
国
家
・
社
会
の
形
成
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る

自
覚
な
ど



○
自
分
と
身
近
な
人
々
及
び
地
域
の
様
々
な
場
所
，
公
共
物
な
ど
と
の
か
か
わ
り
に
関
心
を
も
ち
，
地
域
の
よ
さ
に
気
付
き
，
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割
や
行
動
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
，
安
全

で
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
人
々
，
社
会
及
び
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
，
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
に
気
付
き
，
意
欲
と
自
信
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
人
々
，
社
会
及
び
自
然
に
関
す
る
活
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
，
言
葉
，
絵
，
動
作
，
劇
化
な
ど
の
方
法
に
よ
り
表
現
し
，
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◇
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
を
目
指
す
公
民
的
な
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
地
域
や
我
が
国
の
地
理
的
環
境
，
社
会
の
仕
組
み
や
働
き
，
地
域
や
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統
と
文
化
，
そ
れ
ら
と
人
々
の
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
，
社
会
的
事
象
等
を
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
活
用
し
て
調
べ
て
，
社
会
生
活
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

○
社
会
的
事
象
の
特
色
や
意
味
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
る
力
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力
，
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
表
現
す
る
力
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。

○
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
知
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
，
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
多
角
的
な
考
察
や
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す

る
愛
情
，
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
，
世
界
の
国
々
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
の
自
覚
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。

●
社
会
的
事
象
か
ら
学
習
問
題
を
見
出
し
，
問
題
解
決
の
見
通
し
を
も
っ
て
他
者
と
協
働
的
に
追
究
し
，
追
究
結
果
を
振
り
返
る
な
ど
，
問
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実
を
図
る
。

◎
世
界
の
国
々
と
の
関
わ
り
や
我
が
国
の
政
治
の
働
き
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
習
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
社
会
の
発
展
を
考
え
る
学
習
の
充
実
を
図
る
。
災
害
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
働
き
，
地
域
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
，
地
理
的
・
歴

史
的
観
点
を
踏
ま
え
た
災
害
に
関
す
る
理
解
，
防
災
情
報
に
基
づ
く
適
切
な
行
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【小
学
校
】生
活
科
（第
１
，
２
学
年
）

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
１
５

○
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
，
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
，
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
し
，
友
達
と
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
，
決
ま
り
の
大
切
さ
が
分
か
り
守
る
よ
う
に
な
る
。

○
情
報
を
伝
え
合
っ
た
り
，
情
報
に
基
づ
き
思
い
合
わ
せ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
，
公
共
の
施
設
を
大
切
に
し
た
り
，
国
旗
や
国
際
理
解
へ
の
意
識
等
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
。

○
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
，
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
，
予
想
し
た
り
，
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。

幼
児
教
育

◇
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
有
為
な
形

成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
日
本
及
び
世
界
の
歴
史
の
展
開
と
生
活
・
文
化
の
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，

社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

○
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
性
に
つ
い
て
，
概
念
等
を
活
用
し
て
考
察
し
た
り
，

構
想
し
た
り
す
る
力
を
養
う
と
と
も
に
，
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
等
を
選
び
効
果
的
に
説

明
し
た
り
，
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

○
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
や
，
学
習
上
の
課
題
，
社
会
に

見
ら
れ
る
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
し
た
り
探
究
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深

い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文

化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

◇
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
有
為
な
形

成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
考
察
し
，
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
や
理
論
，

様
々
な
主
体
と
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
，
概
念
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，
社
会
的
事
象
や
人
間

と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

○
現
代
の
諸
課
題
に
つ
い
て
個
人
と
社
会
の
関
係
に
着
目
し
て
考
察
，
追
究
し
た
り
，
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
能
力
を
養
う

と
と
も
に
，
合
意
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
，
社
会
的
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
構
想
し
た
こ
と
を
，
妥
当
性
や
効
果
，
実
現

可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力
を
養
う
。

○
社
会
の
在
り
方
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た

り
す
る
態
度
や
，
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
議
論
す
る
こ
と

を
通
し
て
社
会
に
参
画
し
，
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い

理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
，
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ

と
の
大
切
さ
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

地
理
歴
史
科

公
民
科

【
高
等
学
校
】

◇
広
い
視
野
に
立
っ
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
を
目
指
す
公
民
的
な
資
質
・
能
力
を
養
う
た
め
に
，
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
以
下
の
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

○
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
，
現
代
の
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
に
関
し
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，
社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

○
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力
，
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

○
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
た
り
分
か
ろ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
や
，
課
題
を
意
欲
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や

他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

●
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
よ
う
と
し
た
り
，
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
情
報
を
基
に
し
て
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
考
察
し
表
現
し
た
り
す
る
な
ど
の
課
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実
を
図
る
。

◎
地
理
的
分
野
で
は
，
地
理
的
技
能
の
育
成
を
一
層
重
視
す
る
と
と
も
に
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
観
点
か
ら
様
々
な
課
題
を
考
察
さ
せ
，
歴
史
的
分
野
で
は
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
世
界
の
歴
史
の
扱
い
を
充
実
さ
せ
，
公
民
的
分
野
に

つ
い
て
は
，
社
会
参
画
へ
の
手
掛
か
り
を
得
さ
せ
る
た
め
に
身
に
付
け
た
概
念
を
現
実
の
社
会
的
事
象
と
関
連
付
け
て
理
解
さ
せ
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

【
中
学
校
】
社
会
科

【
小
学
校
】
社
会
科
（第
３
～
６
学
年
）



 

高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方 

に関する特別チーム検討事項 
 

 

 

１．数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う数理探究（仮

称）で育成すべき資質・能力について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

 

 

２．数理探究（仮称）の内容等について 

・数理探究（仮称）の目標、内容、探究的な活動の対象領域等 

  

 

３．数理探究（仮称）の指導方法及び指導に当たっての留意事項等について 

 

 

４．資質・能力の育成のために重視すべき数理探究（仮称）の評価の在り方について 

 

 

５．数理探究（仮称）の質を高め、普及させるための方策 

 

 



数
学
・
理
科
に
わ
た
る
探
究

的
科
目
の
在
り
方
に
つ
い
て

平
成
２
８
年
４
月
１
３
日

教
育
課
程
部
会

高
等
学
校
の
数
学
・
理
科
に

わ
た
る
探
究
的
科
目
の
在
り
方

に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
３



知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

●
探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の

知
識
・
技
能

例
：
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
方
法

先
行
研
究
の
調
査
方
法

研
究
計
画
の
立
案
方
法

研
究
の
進
め
方

デ
ー
タ
の
処
理
、
分
析

研
究
成
果
の
ま
と
め
方

研
究
成
果
の
発
表
方
法

に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

●
既
に
有
し
て
い
る
知
識
・
技
能
の
活
用
及

び
探
究
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
内
容
に
関
す
る

知
識
や
探
究
に
関
す
る
技
能

●
探
究
を
通
し
て
新
し
い
知
見
を
得
る
意
義

に
つ
い
て
の
認
識

●
研
究
倫
理
（
生
命
倫
理
等
を
含
む
。
)に
つ

い
て
の
基
本
的
な
理
解

●
教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
角

的
、
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
、

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
力

●
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的
な
見

方
・
考
え
方
を
豊
か
な
発
想
で
活
用
し
た

り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
で
き
る
力

●
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と

の
議
論
等
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
れ
を
基

に
多
面
的
に
思
考
す
る
力

●
探
究
的
な
学
習
を
通
じ
て
課
題
解
決
を
実

現
す
る
た
め
の
能
力

例
：
観
察
・
実
験
デ
ザ
イ
ン
力

構
想
力

実
証
的
に
考
察
す
る
力

論
理
的
に
考
察
す
る
力

分
析
的
に
考
察
す
る
力

統
合
的
に
考
察
す
る
力

文
章
に
ま
と
め
る
力

発
表
・
表
現
力

●
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を

持
っ
て
科
学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う

と
す
る
態
度

●
科
学
的
、
数
学
的
課
題
や
事
象
に
徹
底
的

に
向
き
合
い
、
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態

度

●
見
通
し
を
立
て
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す

る
な
ど
、
内
省
的
な
態
度

●
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に

挑
戦
し
よ
う
と
す
る
態
度

●
主
体
的
・
自
律
的
に
探
究
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態

度

２
．
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
案
）

3



数
学
的
な
見

方
・
考
え
方

科
学
的
な
見

方
・
考
え
方

発
想
の
拡
大
、
思
考
の
深
化

科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的

な
見
方
・
考
え
方
を
豊
か
な
発
想
で
活

用
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
。

4

様
々
な
事
象
を
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
観
察
す
る

多
角
的
、
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
問
題
を
見
出
す

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
（
課
題
化
）

情
報
収
集
と
分
類

探
究
の
プ
ロ
セ
ス

仮
説
の
設
定
→
検
証
計
画
の
立
案
→
観
察
・
実
験
→
結
果
の
処
理

分
析
・
考
察
・
推
論

表
現
・
伝
達
（
報
告
書
作
成
、
発
表
等
）

振 り 返 り

見 通 し

次 の 課 題 の 発 見 、 次 の 探 究 の プ ロ セ ス へ

３
．
新
科
目
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ



４
．
新
科
目
の
構
造
に
つ
い
て
（
案
）

•
基
礎
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
自
ら
課
題
を

設
定
し
、
探
究
活
動
を
行
う
。

•
課
題
に
関
す
る
内
容
に
関
す
る
知
識
や
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
技
能
を
自
ら
身
に
つ
け
、
よ
り
深
い
探
究
活
動
を
志

向
さ
せ
る
（
共
通
で
は
な
い
学
び
）
。

•
探
究
に
当
た
っ
て
は
、
質
を
高
め
る
た
め
大
学
・
企
業
等
の

外
部
機
関
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

•
実
験
や
分
析
自
体
の
成
否
よ
り
、
試
行
錯
誤
し
、
失
敗
の
リ

ス
ク
も
引
き
受
け
な
が
ら
自
分
た
ち
で
や
り
き
る
過
程
を
重

視
す
る
。

•
自
ら
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
、
質
の
高
い
深
い
探
究
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
あ
ら

か
じ
め
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

•
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
挑
戦
す
る
こ
と
の
意
義
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
探
究
に

取
り
組
む
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

•
研
究
倫
理
等
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
。

基
礎
の
習
得
段
階
の
必
要
性

探
究
の
手
法
に

つ
い
て
学
ぶ

研
究
倫
理
に

つ
い
て
学
ぶ

教
員
の
指
導
の
も
と
、
研

究
の
進
め
方
や
分
析
の

手
法
を
考
え
、
選
択
し
た

課
題
等
の
研
究
を
実
施

す
る

校 内 等 で 成 果 を 発 表 す る

基
礎
で
学
ん

だ
こ
と
を
用
い

て
、
自
ら
課
題

を
設
定
し
、
探

究
活
動
を
実

施
す
る
。

校
内
・
校
外
に
お

い
て
探
究
の
成
果

を
発
表
す
る
。

大
学
・
企
業
等

か
ら
の
支
援

探
究
を
深
め
る
段
階
の
考
え
方

プ
ロ
セ
ス
の
例

実
施
段
階

基
礎
段
階

5



評
価
の
観
点

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

数
理
探
究
( 仮
称
)
探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の
知
識
及

び
技
能
や
，
研
究
倫
理
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
知

識
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
多
角
的
，
複
合
的
な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
，

科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と
の

議
論
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
も
っ
て
科

学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
り
，
新
た
な
価

値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に
挑
戦
し
た
り
し
よ

う
と
す
る
。

・
科
学
的
，
数
学
的
な
課
題
や
事
象
に
徹
底
的
に

向
き
合
い
考
え
抜
こ
う
と
す
る
。

・
問
題
解
決
の
過
程
に
お
い
て
，
見
通
し
を
立
て
た

り
振
り
返
っ
た
り
し
て
主
体
的
に
探
究
を
行
お
う
と

す
る
。

7

６
．
評
価
の
観
点
（
案
）



 平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ７ 日 
教 育 課 程 部 会 
算数・数学ワーキンググループ 

資料８ 

 

算数・数学ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．算数・数学を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・算数・数学を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた算数・数学において育成すべき資

質・能力の系統性について 

・算数科・数学科において育成すべき資質能力と指導内容との関係について 

・統計的な内容等の充実について 

 

 

２．アクティブ・ラーニング（※）の三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき算数・数学の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき算数・数学の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 



【小
学
校
】

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力高 等 学 校 基 礎 学 力

テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の
P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

◎
算
数
の
学
習
を
生
活
や
学
習
に
活
用
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
概
念
や
性
質
な
ど
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
処
理
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
を

身
に
付
け
る
。

②
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
察
す
る
力
，
基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性
質
な
ど
を
見
い
だ
し
統
合
的
・発
展
的

に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
柔
軟
に
表
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
に
気
づ
き
，
算
数
の
学
習
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
た
り
，
学
習
を
振
り
返
っ
て
よ
り
よ
く
問
題
解
決
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

事
象
を
数
理
的
に
考
察
し
た
り
，
自
分
の
考
え
を
数
学
的
に
表
現
し
処
理
し
た
り
，
振
り
返
っ
た
り
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

具
体
物
，
図
，
数
，
式
，
表
や
グ
ラ
フ
相
互
の
関
連
を
図
り
、
問
題
解
決
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

【中
学
校
】

◎
事
象
を
数
学
化
し
，
論
理
的
に
考
察
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
数
量
や
図
形
な
ど
の
性
質
を
見
い
だ
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て

事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
数
学
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
て
考
え
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・改
善
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
生
徒
自
ら
が
集
め
た
り
選
択
し
た
り
す
る
活
動
や
，
帰
納
的
に
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
自
ら
決
ま
り
を
見
付
け
る
活
動
，
見
い
だ
し
た

決
ま
り
を
既
習
の
内
容
を
生
か
し
て
演
繹
的
に
説
明
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

既
習
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
関
連
を
図
っ
た
り
，
新
た
に
学
ん
だ
内
容
を
用
い
る
と
，
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

た
り
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

【高
等
学
校
】

◎
事
象
を
数
学
化
し
，
論
理
的
に
考
察
し
，
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
本
質
を
明
ら
か
に
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
，
数
学
を
活
用
し
て
粘
り
強
く
考
え
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
き
判
断
し
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・改
善
し
た
り
す
る

態
度
を
養
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
生
活
と
関
連
付
け
た
り
，
生
徒
の
疑
問
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
生
徒
の
数
学
学
習
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
。

学
習
の
過
程
を
振
り
返
り
，
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
り
学
習
内
容
を
整
理
し
直
し
た
り
し
て
，
自
ら
見
い
だ
し
た
問
題
を
解
決
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

幼
・
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
算
数
・
数
学
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
(案
)

資
料
７
－
１

平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

算
数
・数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

【幼
児
教
育
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
,本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
,幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
,幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
数
量
な
ど
に
親
し
む
体
験
を
重
ね
た
り
、
標
識
や
文
字
の
役
割
に
気
付
い
た
り
し
、
必
要
感
に
応
じ
て
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
。



知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
の
例
＊

数
学
高
等
学
校

数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概

念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的

理
解
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数

学
的
に
解
釈
・
表
現
し
た
り

す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

事
象
を
数
学
的
に
考
察
す
る
力

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
問
題
を
解
決
し
，

思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
そ
の
本
質
や

他
の
事
象
と
の
関
係
を
認
識
し
，
統
合

的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
，
数
学
の
用
語
や
記
号
の

よ
さ
，
数
学
的
な
処
理
の
よ
さ
，
数
学
の
実
用
性
な
ど
を
認

識
し
，
事
象
の
考
察
や
問
題
の
解
決
に
数
学
を
積
極
的
に
活

用
し
て
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
，
柔
軟
に
考
え
，
そ

の
過
程
を
振
り
返
り
，
考
察
を
深
め
た
り
評
価
・
改
善
し
た

り
す
る
態
度

多
様
な
考
え
を
生
か
し
，
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
計
画
の
実
行
，
結
果
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
、
推
測
な

ど
の
発
生

数
学
中
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る

基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法

則
の
理
解

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数

学
的
に
解
釈
・
表
現
し
た
り

す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
を

活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
，
数
量
や
図
形

な
ど
の
性
質
を
見
い
だ
し
，
統
合
的
・
発

展
的
に
考
え
る
力

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
，
数
学
的
な
処
理
の
よ
さ
，

数
学
の
実
用
性
な
ど
を
実
感
し
，
様
々
な
事
象
の
考
察
や
問

題
解
決
に
数
学
を
活
用
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
考
え
，
そ
の
過
程
を

振
り
返
り
，
考
察
を
深
め
た
り
評
価
・
改
善
し
た
り
す
る
態

度 多
様
な
考
え
を
認
め
，
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
計
画
の
実
行
，
結
果
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な

ど
の
発
生

算
数
小
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て

の
基
礎
的
･基
本
的
な
概
念

や
性
質
な
ど
の
理
解

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
処

理
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
見
通
し

を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
力

基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性
質

や
計
算
の
仕
方
を
見
い
だ
し
，
既
習
の
内

容
と
結
び
つ
け
統
合
的
に
考
え
た
り
，
そ

の
こ
と
を
基
に
発
展
的
に
考
え
た
り
す
る

力 数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
，
目
的
に
応
じ

て
柔
軟
に
表
し
た
り
す
る
力

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
，

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
や
数
理
的
な
処
理
の
よ
さ
に
気
付

き
，
算
数
の
学
習
を
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と

す
る
態
度

数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
，
批
判
的
に

検
討
し
よ
う
と
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
続
け
よ

う
と
し
，
抽
象
的
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し

よ
う
と
し
た
り
，
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
よ
り
一
般
的
に
表
現

し
よ
う
と
す
る
な
ど
，
多
面
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
気
付
き

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
解
決
の
実
行

•
解
決
し
た
こ
と
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
の
気
付
き

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
て

算
数
・
数
学
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
(
案
)

平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

算
数
・数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
７
－
２

＊
学
習
過
程
に
つ
い
て
は
，
自
立
的
に
，
と
き
に
協
働
的
に
行
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。



算
数
・
数
学
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
(案
)

平
成
２
８
年
４
月
１
８
日

教
育
課
程
部
会

算
数
・
数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
４

高
等
学
校
数
学

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
，
体
系
的
に
考
察
す
る
。

中
学
校
数
学

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。

小
学
校
算
数

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

帰
納
的
・
類
推
的
・
演
繹
的
に
考
え
，

統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
し
処
理
す
る
と
と
も
に
，

論
理
的
に
考
え
，
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
。



表
：
各
教
科
等
の
評
価
の
趣
旨

評
価
の
観
点

（
論
点
整
理
）

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に
重
視
す
べ
き
算
数
・
数
学
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
案
）
【
た
た
き
台
】

高
等
学
校
数
学

中
学
校
数
学

小
学
校
算
数

・
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考

察
す
る
力
、
思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て

本
質
を
明
ら
か
に
し
統
合
的
・
発
展
的
に

考
察
す
る
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡

潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
、
数
学
を
活
用
し

て
粘
り
強
く
考
え
、
数
学
的
論
拠
に
基
づ

き
判
断
し
よ
う
と
す
る
。

・
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評

価
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
。

・
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な

概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
す
る
と
と
も

に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に

解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考

察
す
る
力
，
数
量
や
図
形
な
ど
の
性
質

を
見
い
だ
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す

る
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡

潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
数
学
を
生
活

や
学
習
に
活
用
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
。

・
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評

価
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
。

・
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎

的
・
基
本
的
な
概
念
や
性
質
な
ど
を
理

解
す
る
と
と
も
に
，
日
常
の
事
象
を
数
理

的
に
処
理
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
を
身

に
付
け
て
い
る
。

・
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
見
通

し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
察
す
る
力
，

基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性

質
な
ど
を
見
い
だ
し
統
合
的
・
発
展
的
に

考
察
す
る
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡

潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
柔
軟
に
表

し
た
り
す
る
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
数
学
の
よ
さ
に
気
づ
き
，
算
数
の
学
習

を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
。

・
学
習
を
振
り
返
っ
て
よ
り
よ
く
問
題
解
決

し
よ
う
と
す
る
。

・
数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原

理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も

に
、
事
象
を
数
学
化
し
た
り
、
数
学
的
に

解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ ８ 日
教 育 課 程 部 会
算 数 ・ 数 学 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料５



算
数
・
数
学
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
(案
)

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ ８ 日
教 育 課 程 部 会
算数・数学ワーキンググループ

資料７－３



【
現
実
の
世
界
】

【
算
数
・
数
学
の
世
界
】

数
学
的
に
表
現
し
た

問
題

結
果

数
学
化

活
用
・
意
味
づ
け

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，

数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
，

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

算
数
・
数
学
の
問
題
発
見
・
解
決
の
プ
ロ
セ
ス 数
学
の
事
象

Ａ
２

※
各
場
面
で
，
言
語
活
動
を
充
実

※
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
は
，
自
立
的
に
と
き
に
協
働
的
に
行
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
，
評
価
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

統
合
・
発
展

／
体
系
化

数
学
化

焦
点
化
し
た

問
題Ｂ Ｃ

Ｄ
１

Ｄ
２

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

Ａ
１



算
数
・
数
学
に
お
け
る
問
題
発
見
･解
決
の
プ
ロ
セ
ス
と
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

Ｅ
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
，
人
々
と
交
流
し
合
う
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
表
現
を
用
い
た
説
明
を
理
解
し
た
り
評
価
し
た
り
す
る
力

○
目
的
に
応
じ
て
，
自
分
の
考
え
な
ど
を
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
力

Ｄ
２
解
決
過
程
を
振
り
返
る
な
ど
し
て
概
念
を
形
成
し
た
り
，

体
系
化
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
を
見
い
だ
す

力 ○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
批
判
的
に
検
討
し
，
体

系
的
に
組
み
立
て
て
い
く
力

○
見
い
だ
し
た
事
柄
を
既
習
の
知
識
と
結
び
つ
け
，

概
念
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
力

○
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

Ａ
１
日
常
生
活
や
社
会
の
問
題
を
数
理
的
に
捉

え
る
こ
と
に
つ
い
て

○
事
象
の
数
量
等
に
着
目
し
て
数
学
的
な

問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
て
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
表
現
す
る
力
（
事
象
を
数
学
化
す

る
力
）

表 現思 考 ・ 判 断

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，

数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
れ
ら
の
力
は
必
ず
し
も

こ
の
位
置
の
み
に
位
置
づ
く

わ
け
で
は
な
い

数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
･発
展
的
に
考
え
，

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

数
学
的
に
表
現
し
た
問
題

焦
点
化
し
た
問
題

結
果

Ｃ
焦
点
化
し
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
目
的
に
応
じ
て
数
・
式
，
図
，
表
，
グ
ラ
フ
な
ど
を
活

用
し
，
一
定
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
数
学
的
に
処
理

す
る
力

○
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
基
に
，
的
確
か
つ
能

率
的
に
処
理
す
る
力

○
論
理
的
に
推
論
す
る
力
（
帰
納
，
類
推
，
演
繹
）

Ｂ
数
学
を
活
用
し
た
問
題
解
決
に
向
け
て
，
構
想
・
見
通
し

を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
問
題
の
本
質
を
見
い
だ
す
力
（
洞
察

力
）

○
数
学
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
見
通
し
を
立

て
る
力
（
構
想
力
）

Ａ
２
数
学
の
事
象
に
お
け
る
問
題
を
数
学
的
に
捉
え
る
こ

と
に
つ
い
て

○
数
学
の
事
象
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
，
数
学
化
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
拡
張
・
一
般
化
す
る
力

Ｄ
１
解
決
過
程
を
振
り
返
り
，
得
ら
れ
た
結
果
を

意
味
づ
け
た
り
，
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
得
ら
れ
た
結
果
を
元
の
事
象
に
戻
し
て
そ

の
意
味
を
考
え
る
力

○
様
々
な
事
象
に
活
用
す
る
力

人 間 性

F
学
習
に
向
か
う
力
，
態
度
に
つ
い
て

○
過
程
や
結
果
を
吟
味
し
，
評
価
・
改
善
す
る
態
度

○
多
面
的
に
考
え
，
粘
り
強
く
問
題
の
発
見
や
解
決
に
取
り
組
む
態
度

数
学
の
事
象

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



発 展 的 な 問 題 発 見

算
数
・
数
学
の

問
題
発
見
・
解
決
の

広
が
り
と

汎
用
的
な
見
方
や

考
え
方
等
の

獲
得
過
程

問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス

類
似
問
題
や
発
展
問
題
の
解
決
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

教
科
横
断
の
問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス

他
領
域
・
他
分
野
の
問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス

汎
用
的
な
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得

活 用

活 用

活 用

領
域
・
分
野
横
断

の
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得

活 用 概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得洗
練
さ
れ
た

領
域
固
有
の
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得



 

理科ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

 

１．理科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・理科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた理科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成のために

重視すべき理科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき理科の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 



【高
等
学
校
】

【小
学
校
】

理
科
教
育

の
イ
メ

ー
ジ

（
2
01
6
03
2
9案

）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

0

【幼
稚
園
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
自
然
に
触
れ
て
感
動
す
る
体
験
を
通
し
て
、
自
然
の
変
化
な
ど
を
感
じ
取
り
、
身
近
な
事
象
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
、
自
然
へ
の
愛
情
や
畏
敬
の
念
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

・
身
近
な
動
植
物
を
命
あ
る
も
の
と
し
て
、
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
明
確
に
し
て
課
題
を
設
定
し
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
を
導
き
出
す
力
を
育
て
る
と
と
も
に
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
自
然
を
敬
い
，
自
然
の
事
物
・
事
象
に
す
す
ん
で
か
か
わ
り
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
と
根
拠
に
基
づ
き
判
断
し
表
現
す
る
態
度
を
養
う
。

②
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・
実
験
し
，
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力
を
養
う
。

③
概
念
や
原
理
・
法
則
の
基
本
的
な
理
解
や
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

●
小
学
校
で
身
に
付
け
た
，
比
較
，
分
類
，
関
係
付
け
，
条
件
制
御
な
ど
の
資
質
・能
力
を
さ
ら
に
高
め
，
自
然
事
象
の
把
握
，
問
題
の
設
定
，
予
想
・
仮
説
の
設
定
，
検
証
計
画
の
立
案
，
観
察
・
実
験

の
実
施
，
結
果
の
処
理
，
考
察
・
推
論
，
表
現
等
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

例
え
ば
，
１
年
：
自
然
の
事
物
・事
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
。
２
年
：
解
決
方
法
を
立
案
し
て
実
行
し
，
結
果
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
３
年
：
問
題
解
決
過
程
の
す
べ
て
の

過
程
を
振
り
返
り
，
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
見
い
だ
し
，
解
決
す
る
力
を
育
て
る
と
と
も
に
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
自
然
を
大
切
に
し
，
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
，
妥
当
性
を
検
討
す
る
態
度
を
養
う
。

②
見
通
し
を
も
っ
て
的
確
に
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
問
題
解
決
の
能
力
を
養
う
。

③
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
整
理
し
考
察
し
表
現
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

●
問
題
解
決
の
能
力
，
例
え
ば
，
３
年
：
差
異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問
題
を
見
い
だ
す
力
，
４
年
：
既
習
事
項
や
生
活
経
験
を
基
に
根
拠
の
あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
す
る
力
，
５
年
：
質
的
変
化
や
量
的

変
化
，
時
間
的
変
化
に
着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
力
，
６
年
：
要
因
や
規
則
性
，
関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
て
考
察
し
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
を
育
成
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

●
目
的
を
設
定
し
，
計
測
し
て
制
御
す
る
と
い
う
考
え
方
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

-
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-
--
-
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-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
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（
小
学
校
低
学
年
）

例
え
ば
，
【
生
活
科
】

○
自
然
と
の
か
か
わ
り
に
関
心
を
も
ち
，
自
然
を
大
切
に
し
た
り
，
そ
の
不
思
議
さ
に
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
身
近
な
自
然
を
観
察
し
た
り
，
季
節
や
地
域
の
行
事
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
た
り
な
ど
し
て
，
四
季
の
変
化
や
季
節
に
よ
っ
て
生
活
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
き
，
自
分
た
ち
の
生
活
を
工
夫
し
た

り
楽
し
く
し
た
り
で
き
る
。

○
身
近
に
あ
る
自
然
を
利
用
し
た
り
，
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
り
な
ど
し
て
，
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，
そ
の
面
白
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
に
気
付
き
，
み
ん
な
で
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
動
物
を
飼
っ
た
り
植
物
を
育
て
た
り
し
て
，
そ
れ
ら
の
育
つ
場
所
，
変
化
や
成
長
の
様
子
に
関
心
を
も
ち
，
ま
た
，
そ
れ
ら
は
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
き
も
の
へ
の
親

し
み
を
も
ち
，
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

≪
基
礎
：b
a
si
c
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e

fo
r  

Al
l 

st
ud

en
ts
：
善
良
な
市
民
と
し
て
）

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
問
題
を
明
確
に
し
て
課
題
を
設
定
し
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
や
意
思
決
定
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て
る
と
と
も
に
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

○
①
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
持
ち
，
科
学
の
必
要
性
や
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
・総
合
的
に
判
断
す
る
態
度
を
養
う
。

②
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・実
験
し
，
科
学
的
に
探
究
し
た
り
，
科
学
的
な
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
概
念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的
な
理
解
と
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解
や
，
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
，
科
学
的
な
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
さ
せ
る
「観
察
・実
験
」
や
「
探
究
活
動
」
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（
数
学
，
情
報
，

保
健
体
育
，
地
理
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
応
用
：a
d
v
a
n
ce
d
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
st

ud
en

ts
：
科
学
技
術
立
国
と
し
て
の
日
本
を
支
え
る
人
材
と
し
て
）

◎
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
論
理
的
な
思
考
力
や
創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

●
「
観
察
・
実
験
」
や
「
探
究
活
動
」
を
一
層
充
実
さ
せ
て
，
科
学
的
な
探
究
能
力
（課
題
解
決
能
力
）の
育
成
を
図
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（数
学
，
情
報
，
保
健
体
育
，
地
理
な

ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
発
展
：e
x
p
lo
re
sc
ie
n
ce
≫
（

Es
pe

ci
al

ly
   

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
  s

tu
de

nt
s：
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
し
て
）

◎
科
学
的
課
題
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
，
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。
科
学
的
な
探
究
能
力
を
活
用
し
て
，
専
門
的
な
知
識
と
技
能
の
深
化
・統
合
化
を
図
る
と

と
も
に
，
自
発
的
・
創
造
的
な
力
を
養
う
。

●
科
学
的
な
探
究
能
力
の
育
成
を
主
体
的
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
「課
題
研
究
」を
充
実
さ
せ
る
。

（
理
数
科
，
数
理
探
究
（仮
称
））

資
料
６
－
１

平
成
２
８
年
３
月
２
９
日

教
育
課
程
部
会

理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ



理
科

個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

高
等
学
校

参
考
：
＜
選
択
科
目
：
数
理
探
究
(仮
称
)＞

●
探
究
的
な
学
習
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の
知

識
・
技
能

●
既
に
有
し
て
い
る
知
識
・
技
能
の
活
用
及
び
探

究
を
通
じ
て
得
る
内
容
に
関
す
る
知
識
や
探
究
に

関
す
る
技
能

●
探
究
を
通
し
て
新
し
い
知
見
を
得
る
意
義
に
つ

い
て
の
認
識

●
研
究
倫
理
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解

＜
選
択
科
目
：
数
理
探
究
(仮
称
)を
含
め
な
い

＞ ●
知
識
・
技
能
の
深
化

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
概
念
や
原
理
・
法

則
の
体
系
的
理
解

＜
必
履
修
科
目
＞

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や

原
理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

●
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解

●
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
技

能

●
教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
視
点

で
事
象
を
と
ら
え
，
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
力

●
科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的
な
も

の
の
見
方
・
考
え
方
を
柔
軟
な
発
想
で
活
用
し
た

り
，
組
み
合
わ
せ
た
り
で
き
る
力

●
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と
の
議
論

を
積
極
的
に
行
い
，
そ
れ
を
基
に
多
面
的
に
思
考
す

る
力

●
探
究
的
な
学
習
を
通
じ
て
課
題
解
決
を
実
現
す
る

た
め
の
能
力

●
課
題
解
決
能
力
（
論
理
的
・
分
析
的
・
統
合
的

に
考
察
す
る
力
）

●
新
た
な
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
力

●
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
，
自
然
に
対
す
る
多

面
的
な
も
の
の
見
方

●
自
然
の
事
象
を
目
的
意
識
を
持
っ
て
観
察
・
実

験
し
、
科
学
的
に
探
究
し
た
り
、
科
学
的
な
根
拠

を
も
と
に
表
現
し
た
り
す
る
力

●
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
も
っ
て

科
学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
態
度

●
科
学
的
，
数
学
的
課
題
や
事
象
に
徹
底
的
に
向

き
合
い
，
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度

●
見
通
し
を
立
て
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す
る
な

ど
、
内
省
的
な
態
度

●
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に
挑
戦

し
よ
う
と
す
る
態
度

●
主
体
的
・
自
律
的
に
探
究
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
必
要
な
研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

●
果
敢
に
挑
戦
す
る
態
度

●
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度

●
科
学
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

●
自
然
の
事
物
・
現
象
に
対
す
る
畏
敬
の
念

●
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
態
度

●
日
常
生
活
と
の
関
連
，
科
学
の
必
要
性
や
有

用
性
の
認
識

●
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
・
総
合
的

に
判
断
す
る
態
度

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
課
題
解
決
の
力
な
ど

を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現
・
伝
達

中
学
校

○
中
学
校
理
科
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原

理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

○
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解

○
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
基

礎
的
な
技
能
（
安
全
へ
の
配
慮
，
器
具
な
ど
の

操
作
，
測
定
の
方
法
，
デ
ー
タ
の
記
録
・
処
理

等
）

○
自
然
事
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ
し
て
仮
説
を

設
定
す
る
力

○
計
画
を
た
て
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・
実

験
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
す
る
な
ど
，

科
学
的
に
探
究
す
る
力
と
科
学
的
な
根
拠
を
も
と

に
表
現
す
る
力

○
問
題
解
決
の
過
程
に
お
け
る
妥
当
性
を
検
討
す

る
な
ど
総
合
的
に
振
り
返
る
力

○
自
然
を
敬
い
，
自
然
の
事
物
・
現
象
に
す
す

ん
で
か
か
わ
る
態
度

○
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
態
度

○
日
常
生
活
と
の
関
連
，
科
学
す
る
こ
と
の
面

白
さ
や
有
用
性
の
気
付
き

○
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
的
確
に
判
断
す
る
態

度 ○
小
学
校
で
身
に
付
け
た
問
題
解
決
の
力
な
ど

を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現

小
学
校

■
自
然
事
象
に
関
す
る
性
質
や
基
本
的
な
概
念
，

規
則
性
な
ど
の
体
系
的
理
解

■
理
科
を
学
ぶ
意
義
の
理
解

■
科
学
的
に
問
題
解
決
を
行
う
た
め
に
必
要
な

観
察
・
実
験
等
の
基
礎
的
な
技
能
（
安
全
へ
の

配
慮
，
器
具
な
ど
の
操
作
，
測
定
の
方
法
，

デ
ー
タ
の
記
録
等
）

（
各
学
年
で
主
に
育
て
た
い
力
）

６
年
：
自
然
の
事
物
・
現
象
の
変
化
や
働
き
に
つ

い
て
そ
の
要
因
や
規
則
性
，
関
係
を
多
面

的
に
分
析
し
考
察
し
て
，
よ
り
妥
当
な
考

え
を
つ
く
り
だ
す
力

５
年
：
予
想
や
仮
説
な
ど
を
も
と
に
質
的
変
化
や

量
的
変
化
，
時
間
的
変
化
に
着
目
し
て
解

決
の
方
法
を
発
想
す
る
力

４
年
：
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
既
習
事
項
や

生
活
経
験
を
も
と
に
根
拠
の
あ
る
予
想
や

仮
説
を
発
想
す
る
力

３
年
：
比
較
を
通
し
て
自
然
の
事
物
・
現
象
の
差

異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問
題
を
見
い
だ

す
力

■
自
然
に
親
し
む
態
度

■
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
に
挑
戦
す
る
態
度

■
科
学
す
る
こ
と
の
面
白
さ

■
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
判
断
す
る
態
度

■
問
題
解
決
の
過
程
に
関
し
て
そ
の
妥
当
性
を

検
討
す
る
態
度

■
知
識
・
技
能
を
実
際
の
自
然
事
象
や
日
常
生

活
な
ど
に
適
用
す
る
態
度

■
多
面
的
，
総
合
的
な
視
点
か
ら
自
分
の
考
え

を
改
善
す
る
力

自
然
事
象
に
対
す
る

気
付
き

問
題
の
見
い
だ
し

予
想
･仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
整
理

考
察
や
結
論
の
導
出

1

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

資料４－２
平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ９ 日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
理
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
案
）

（
2
0
16
0
30
9案
）



理
科

の
各

領
域

に
お

け
る

特
徴

的
な

見
方

 
（

2
0
1
6
0
3
0
9
案

）
 

１
 

科
学

の
目

的
 

 
 

科
学

の
目

的
は

、
自
然
事
象
を
説
明
で
き
る
法
則

や
理

論
を

構
築

し
て

い
く

こ
と
 

２
 

理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
を
考
え

る
前

提
：

法
則

や
理

論
の

構
築

と
い

う
視

点
か

ら
整

理
す

る
こ
と
が
必
要
 

  表
１

 
理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方

 

 
領

 
 

 
 

域
 

エ
ネ
ル

ギ
ー

 
粒

 
 

 
 
子
 

生
 
 

 
 
命
 

地
 
 

 
 
球
 

見
方

・
考

え
方
 

 

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
量

的
・
関
係
的
な
視
点

で
捉
え
る

 

   ＊
高
等

学
校

で
は

，
事

象
を

よ
り

包
括

的
・

高
次
的

に
捉

え
る
 

    

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
質

的
・

実
体
的

な
視
点
で

捉
え
る
 

   ＊
中

学
校

か
ら

実
体

は
あ

る
が

見
え

な
い

（
不
可
視

）
レ
ベ

ル
の
原

子
，
分

子
レ
ベ

ル

で
事
象
を

捉
え
る

 

＊
高
等
学

校
で
は

，
事
象

を
よ

り
包

括
的

・

高
次
的
に

捉
え
る

 

 

生
命

に
関

す
る

自
然

の
事

物
・

現
象
を

主
と

し
て

多
様

性
と

共
通

性
の

視
点

で

捉
え

る
 

  ＊
「

分
子

～
細

胞
～

個
体

～
生

態
系

レ
ベ

ル
」
の
階
層

性
が

あ
り

，
小
・
中
・
高

と
上

が
る
に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

   

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で
捉
え
る
 

  ＊
「

身
の

ま
わ

り
～

地
球

～
宇

宙
レ

ベ
ル

」

の
階

層
性

が
あ

り
，
小
・
中
・
高

と
上

が
る

に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

   

 
 

  

  

  

  

小
学

校
 

「
見
え

る
（

可
視

）
レ

ベ
ル

」
 

「
物
レ
ベ

ル
」

 
「

個
体
～

生
態

系
レ

ベ
ル

」
 

「
身

の
ま

わ
り

（
見

え
る

）
レ

ベ
ル

」
 

中
学

校
 

「
見
え

る
（

可
視

）
～

見
え

な
い
（

不
可

視
）

レ
ベ
ル

」
 

「
物
～
物

質
レ
ベ

ル
」

 
「

細
胞
～

個
体

～
生

態
系

レ
ベ

ル
」
 

 

「
身

の
ま

わ
り
（

見
え

る
）
～

地
球
（

地
球

周
辺

）
レ

ベ
ル

」
 

高
等

学
校

 
「

見
え

る
（

可
視

）
～

見
え

な
い
（

不
可

視
）

レ
ベ
ル

」
 

「
物

質
レ

ベ
ル

」
（

マ
ク

ロ
と

ミ
ク

ロ
の

視

点
）

 

「
分
子
～

細
胞

～
個

体
～

生
態

系
レ

ベ
ル

」
 

「
身

の
ま

わ
り
（

見
え

る
）
～

地
球
（

地
球

周
辺

）
～

宇
宙

レ
ベ

ル
」
 

 

学
校

段
階

の
違

い
（
内

容
の

階
層

性
の

広
が
り
）

 



表
２
理
科
の
各
領
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
の
整
理
例

20
16
03
09

領
域

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

見
方

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て
量

的
・
関
係
的
な
視
点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て
質

的
・
実
体
的
な
視
点
で
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を

主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で
捉
え
る

小
学
校

【
事
象
を
分
節
化
し
な

い
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関

係
的
な
視
点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点
で

捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
個

体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し

て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な
視

点
で
捉
え
る

例
：
豆
電
球
の
明
る
さ
に
つ
い
て
，
電
池
の

数
（
量
）
や
直
列
・
並
列
つ
な
ぎ
の
関

係
で
捉
え
る

例
：
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い

こ
と
か
ら
実
体
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

を
捉
え
る

例
：
昆
虫
や
植
物
の
成
長
や
体
の
つ
く
り
に

つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

例
：
土
地
の
つ
く
り
や
変
化
に
つ
い
て
，
侵

食
・
運
搬
・
堆
積
の
関
係
を
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

中
学
校

【
事
象
を
主
に
再
現
性
が

高
い
も
の
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
，

粒
子
）
と
，
主
に
再
現
性

が
低
い
も
の
（
生
命
，
地

球
）
に
分
節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
～
見
え
な
い
（
不
可
視
レ
ベ
ル
）
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関
係
的
な
視

点
で
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
～
物
質
レ
ベ

ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的

な
視
点
で
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
細

胞
～
個
体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，

主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え

る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
～
地
球
（
地

球
周
辺
）
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，
電
流
，

電
圧
，
抵
抗
（
量
）
の
関
係
を
オ
ー
ム

の
法
則
の
関
係
で
捉
え
る

例
：
物
質
や
そ
の
変
化
に
つ
い
て
，
原
子
や

分
子
を
化
学
変
化
で
実
体
的
に
捉
え
る

例
：
植
物
や
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に

つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で

捉
え
る

例
：
地
層
の
重
な
り
に
つ
い
て
，
時
間
的
・

空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

高
等
学
校

【
事
象
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
，

粒
子
，
生
命
，
地
球
に

分
節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可
視
）

レ
ベ
ル
～
見
え
な
い
（
不
可
視
レ
ベ
ル
）
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・
関
係
的
な
視

点
で
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高

次
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
質
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
な
視
点

で
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高
次

的
に
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
分

子
～
細
胞
～
個
体
～
生
態
系
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点

で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
～
地
球
（
地

球
周
辺
）
～
宇
宙
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主

と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
抵
抗
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，

物
質
の
違
い
か
ら
包
括
的
・
高
次
的
に

捉
え
る

例
：
物
質
の
構
成
粒
子
に
つ
い
て
，
原
子
の

構
造
や
電
子
配
列
か
ら
包
括
的
・
高
次

的
に
捉
え
る

例
：
生
物
と
遺
伝
子
に
つ
い
て
，
多
様
性
と

共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

例
：
プ
レ
ー
ト
の
運
動
や
火
山
活
動
と
地
震

に
つ
い
て
，
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点

で
捉
え
る



0

自
然
事
象
に
対
す
る
気
付
き

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
・
実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

●
主
体
的
に
対
象
と
か
か
わ
ろ
う
と
し
た
り
，
観
察
し
よ
う
と
す
る
態
度

●
対
象
を
観
察
し
，
必
要
な
情
報
を
抽
出
・
収
集
す
る
力

●
抽
出
・
収
集
し
た
情
報
に
つ
い
て
，
そ
れ
ら
の
関
係
性
（
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
）

や
傾
向
を
見
い
だ
す
力

●
見
通
し
を
持
ち
，
検
証
で
き
る
仮
説
を
設
定
す
る
力

●
仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の
観
察
・
実
験
の
計
画
を
立
案
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
計
画
を
評
価
・
選
択
・
決
定
す
る
力

●
観
察
・
実
験
を
実
行
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
処
理
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力

●
情
報
収
集
し
て
仮
説
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
り
，
考
察
し
た
り
す
る
力

●
全
体
を
振
り
返
っ
て
推
論
し
た
り
，
改
善
策
を
考
え
た
り
す
る
力

●
新
た
な
知
識
や
モ
デ
ル
等
を
創
造
し
た
り
，
次
の
課
題
を
発
見
し
た
り
す
る
力

研
究
発
表

相
互
評
価

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

調
査

意
見
交
換
・
議
論

課 題 把 握( 発 見) 課 題 探 究 課 題 解 決
表
現
・
伝
達

●
考
察
・
推
論
し
た
こ
と
や
結
論
を
発
表
し
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
す
る
力

意
見
交
換
・
議
論

次
の
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ９ 日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

見
通
し

振
り
返
り

資料４－４
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例
（
た
た
き
台
）
（
高
等
学
校
基
礎
科
目
の
例
）

2
0
1
6
0
3
0
9
案

学
習
活
動
例
（
主
体
的
な
課
題
解
決
）

理
科
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
例

協
働
的
な
学
び
の
例

＊
１

課
題
解
決
の
過
程
は
，
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
，
授
業
で
は
，
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
の
み
を
扱
っ
て
も
よ
い
。

＊
２

全
て
の
学
習
過
程
に
お
い
て
，
今
ま
で
に
身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
や
既
習
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

＊
３

意
見
交
換
や
議
論
の
際
に
は
，
あ
ら
か
じ
め
個
人
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
，
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
合
意
を
形
成
し
た
り
，

自
分
の
考
え
を
修
正
し
た
り
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

見
通
し
と
振
り
返
り
の
例

●
見
出
し
た
関
係
性
や
傾
向
か
ら
，
課
題
を
設
定
す
る
力

課
題
の
設
定



資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に
重
視
す
べ
き
理
科
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
案
）
【
た
た
き
台
】

表
：
各
教
科
等
の
評
価
の
趣
旨

評
価
の
観
点
（
論
点
整
理
）

個
別
の
知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

高
等
学
校
　
理
科

中
学
校
　
理
科

小
学
校
　
理
科

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
基
本
的
な

概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
し
，
知
識
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習
得
す

る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を
的
確

に
記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象
を
科

学
的
に
探
究
す
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
探
究
す
る
過
程
を
通
し
て
，
事
象
を
科
学

的
に
考
察
し
，
導
き
出
し
た
考
え
を
的
確
に
表

現
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
主
体
的
に
か
か
わ

り
，
そ
れ
ら
を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
と

と
も
に
，
獲
得
し
た
知
識
・
技
能
を
日
常
生
活

や
社
会
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
を
観
察
し
，
実
験
を
計

画
的
に
実
施
し
，
器
具
や
機
器
な
ど
を
目
的
に

応
じ
て
工
夫
し
て
扱
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過

程
や
結
果
を
的
確
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
性
質
や
規
則
性
，
相

互
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し

た
り
，
既
習
事
項
や
生
活
経
験
を
も
と
に
予
想

や
仮
説
，
解
決
の
方
法
を
発
想
し
た
り
，
得
ら

れ
た
結
果
を
予
想
な
ど
と
比
べ
な
が
ら
妥
当
な

考
え
を
つ
く
り
だ
し
た
り
し
て
，
考
察
し
表
現
し

な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。

・
自
然
に
親
し
み
，
積
極
的
に
自
然
の
事
物
・

現
象
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
，
獲
得
し
た

知
識
・
技
能
を
身
の
回
り
の
自
然
の
事
物
・
現

象
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
基
本
的
な

概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
し
，
知
識
を
身
に

付
け
て
い
る
。

・
観
察
，
実
験
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習
得
す

る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を
的
確

に
記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象
を
科

学
的
に
探
究
す
る
技
能
の
基
礎
を
身
に
付
け

て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を

行
い
，
事
象
や
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
し
，
表

現
し
て
い
る
。

・
自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，

そ
れ
ら
を
科
学
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
と
と
も

に
，
獲
得
し
た
知
識
・
技
能
を
日
常
生
活
に
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
。

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ９ 日
教 育 課 程 部 会
理 科 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

資料７


